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このたびの山寺遺跡の発掘調査は、国道299号線の道路改良工事に伴い、諏訪建設

事務所からの委託を受け、茅野市教育委員会が実施したものであります。

山寺遺跡の考古学的調査は、昭和33・ 34年に豊平村誌編纂事業の一環として行な

われて以来、茅野市教育委員会でも昭和59年に緊急発掘を実施したところでありま

す。それらの考古学的成果は、山寺の日碑や歴史的環境と合わせ、山寺を中心とし

た入ヶ岳山麓の古代 。中世史を研究する上に貴重な歴史的資料であります。

さらに、またこのたびの発掘調査では、多数の遺物と共に、今までこの地方では

知られていなかった中世の屋敷の存在を思わせる掘立柱建物址等が発見され、山寺

遺跡に新たな知見が加えられました。そのことの詳細については本書に記されてい

ますが、それらの学術的成果が、今までの考古学的成果と共に、これからの八ヶ岳

山麓の歴史の研究に杵益するところとなれば幸いであります。山寺遺跡は八ケ岳山

麓の古代から中世にかかるいくつかの問題を蔵する遺跡として注目されていますが、

このたびの発掘調査は、この問題の解明のうえからも、その重要性がさらに明らか

となった調査でありました。

終わりに、今回の事業を進められました調査委員会をはじめ,現場での発掘から

遺物整理作業、そして報告書の刊行までご尽力いただいた調査国の関係者に深く感

謝申し上げる次第であります。

平成元年 3月

茅野市教育委員会

教育長 小島与四男



例

1.本書は国道299号線道路改良工事に係る長野県茅野市山寺遺跡の発掘調査報告書
である。

2.発掘調査は諏訪建設事務所からの委託を受け、茅野市教育委員会が山寺遺跡調
査委員会を設置して行なったのものであり、調査委員会等の名簿は発掘調査関係

者名簿として別掲してある。

3。 発掘調査は昭和63年 10月 19日 から11月 1日 まで行ない、出土品の整理及び報告

書の作成は昭和63年 11月 2日 から平成元年 3月 まで茅野市尖石考古館において行

なった。

4.発掘現場における記録は鵜飼幸雄・守矢昌文・矢鳴恵美子・武居八千代が行な
った。遺物整理は上記 4名のほか小平 恭 。小平みえ 。小平ふじ子・小平ちえ子
が行ない、遺構実測図の整理及び遺物の実測と図の作成は主として守矢が行ない、

武居が補佐した。

5。 本書の原稿は鵜飼と守矢で分担したが、第H章第 2節については牛山市爾氏 (茅
野市博物館協議会委員)に依頼した。執筆の分担は次のとおりである。第 I章 。

第H章第 1節 。第VII章鵜飼幸雄、第Ⅱ章第 2節牛山市爾、第Ⅲ章～第Ⅵ章守矢昌
文 。

6。 出土品 。諸記録は茅野市尖石考古館で保管している。

百
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第 I章 調 査 経 緯

第 1節 調査にいたるまでの経過

国道299号バイパス新設工事に係わる山寺遺跡の保護についての現地協議が、県教育委員会文化

課、茅野市教育委員会、諏訪建設事務所、茅野市建設課の 4者でなされたのは昭和62年 10月 21日

である。協議の結果は、今回のルー トが旧佐久諏訪電気鉄道敷地と重なる部分が多いため、山寺

遺跡の保護については試掘調査を実施し、遺跡の状況等を把握したうえで再度協議を行ない、そ

れによって保護措置を決定する。そのための試掘調査にかかる経費は諏訪建設事務所で対応し、

試掘調査は茅野市教育委員会が実施すること、という内容であった。

県教育委員会からの昭和62年 11月 2日 付62教文第 7-138号 により、山寺遺跡の保護について

は、10月 21日 の協議結果をふまえ、試掘調査費140,000円 で茅野市教育委員会が主体者として実施

するという計画書が示された。これを受け、茅野市教育委員会では昭和63年度に山寺遺跡の試掘

調査を実施することとした。

昭和63年度に入り、 7月 に至って茅野市教育委員会では山寺遺跡試掘調査団を編成し、 7月 7

日から試掘調査を行なうこととした。試掘調査の結果、市道より東側の、旧佐久諏訪電気鉄道敷

地に接する南側の旧地形をとどめる部分から、中世に属す陶磁器片や宋銭と共に濤状・ピット状

等の落ち込みや集石が検出され、ルー ト内に中世を主とする埋蔵文化財の包蔵することが明らか

となった。試掘調査の成果は『山寺遺跡試掘調査報告書』として県教育委員会・諏訪建設事務所

へ提出した。

8月 に入り、県教育委員会より、山寺遺跡の保護については諏訪建設事務所からの委託費によ

り、茅野市教育委員会が主体となり、300m2以上を1,575,000円 で発掘調査を行なうという調査計

画書が示された。これを受け、茅野市教育委員会では10月 に入って山寺遺跡調査委員会・山寺遺

跡発掘調査団を設置し、10月 19日 から山寺遺跡の発掘調査に入った。

第 2節 発掘調査の経過

発掘調査は、昭和63年 7月 7日 より9日 まで行なわれた試掘の成果を基に公図1812-1、 1813-

4、 1815-1番 を対象に行なわれた。

調査区は道路敷地内に限定されるため、座標軸に沿った形で決定せず、道路センターを基線と

して2m× 2mの グリッドを設定した。このグリッドは試掘時のグリッド配置と同様である。

調査日誌

10月 19日 (水) 午前中に機材を運搬し、調査区隣接地にブレハブ小屋を設置する。
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10月 20日 (木) 本日より発掘調査を開始する。調査区全体に雑草が繁茂するために草苅作業を
行なう。草苅作業後、重機により表土崇Jぎ。表土崇」ぎの終了した部分より杭打ちを行ない、遺

構確認に入る。

10月 21日 (金) 作業は昨日の継続作業。C-6よ り宋銭。C-9、 D-8よ り石信鉢、石臼が
出土する。A～ D-8周辺に集石が検出され、この周辺より陶器片が出土する。

10月 22日 (■) 昨日に続き遺構確認作業。調査区全域に柱穴状のピットが検出され、又東西方
向に濤が検出される。

10月 24日 (月 ) 遺構確認作業を終了し、柱穴状ピットの掘り下げを行なう。

10月 26日 (水) 遺構の掘り下げ作業の継続。井戸 2の掘り下げ、内部に石臼片や礫が詰め込ま
れたような状態で出土する。下部へ行 くにつれ湧水が見られ、掘り下げを断念する。

10月 27日 (木) 遺構の掘り下げ作業、特に柱穴を中心に行なう。井戸 2脇の浅い掘り方内より
錫枚の頭部が出土する。また、C-7ピ ット内よリガラス小玉が出土する。

10月 28日 (金) ほぼ柱穴状ピットの掘り下げが完了する。竪穴状遺構 1の掘 り下げを行なう。
調査区全域の清掃作業を行ない、写真撮影終了後測量の段取りに入る。

10月 29日 (土) 寒い一日で測量に手間どる。発掘機材の一部を撤収する。

10月 31日 (月 ) 遺構平面測量と、エレベーション図の作成。柱穴状ピットのレベ リング作業。
平面図を基に建物上のピット確認を行ない再′ミ検。

■月 1日 (火) 遺構平面図の再点検を行ない、調査をこれで全て終了する。
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第 H章 遺 跡 概 観

第 1節 遺跡の環境

山寺遺跡は、茅野から北八ヶ岳の麦草峠を越えて佐久方面へ通ずる国道299号線沿いの山寺集落

にあり、茅野駅から約4 8kmの 距離にある。

山寺遺跡の位置する八ヶ岳山麓は、山麓が北西に緩 く傾斜した面をなしている。このため、八

ヶ岳の山中や山麓に発した河川は山麓を解析して西に流れ、東西に長い渓谷となって発達し、山

麓を東西に長いいくつかの長峰状台地に区分 している。山寺遺跡の所在する台地も南を日影田川、

北を菅沢の谷によって区分されており、その先端は、地理的に、また交通上からも八ヶ岳山麓ヘ

の扇の要となる「鬼場」付近まで伸びて上川にLI「 ち切られている。

山寺遺跡は山寺集落の位置する台地の南緩斜面にある。ここは、斜面裾が日影田川へ向かって

強く張り出した小丘状の地形と、そこからの湾曲した地形とが一体となった、台地の地形に変化

のある場所である。現在この斜面は、宅地のほか畑と水田として耕作され、水田は日影田川へ向

かって階段状に開かれている。遺跡付近の各所には湧水があり、特に自山社南裾が著しい。また、

市道より西のルー ト内に当たる湾曲した地形に位置する水田では、試掘穴に水が湧き溜まって調

査が不可能であった。湧水が豊富であり、風当たりも弱く日当たりの良い場所であることが、八

ヶ岳山麓でも早くから開かれた土地となった所以であるといわれている。

今回の発掘地フ点は、自山社前の市道に接する東側の土地である。ルー ト内はすでに北側 2分の

1ほ どが旧佐久諏訪電気鉄道敷地として掘り切られており、中には池のように水が溜まっていた。

発掘地点の標高は915m～ 920mでぁる。

遺跡の所在する山寺は南大塩の一部で、南大塩の旧郷といわれ、南大塩の産土神である白山神

社と八幡社が台地の南斜面に約500m隔てて位置している。『豊平村誌』 (1966)に よると、この自

山神社は一名白山大権現ともいい、山寺「一寺六坊」の諸坊の守護神として祀られたものである

という。付近一帯には大坊屋敷 。仁王堂・セガキ山・経塚などの地名もある。また、自山神社の

西に続く毘沙門堂には木彫の古い推卜仏、室町時代の作と推定され、市指定文化財である木造昆沙

門天像がiBら れれいる。昆沙門堂の庭には付近から発見された中世の五輪塔や石塔・碑等が集め

られ、この地の歴史の古さをしのばせている。

白山神社と入幡社の間の南斜面からは土師器・須恵器等が出土することで早くから知られてい

た。明治年間には自山神社付近の畑から土師器 5個が発見されたことが記録され、その後も各所

から耕作に伴って土師器類や石組カマ ドも発見されたようである。昭和32年には平安時代の竪穴

住居址 lヶ所が発掘され、翌33。 34年には 2ヶ 所、計 3ヶ 所の竪穴住居上と井戸址 lヶ所が豊平

村誌編纂事業の一環として発掘調査されている (宮坂1968)。 井戸l■はそれ以前にも旧佐久諏訪電
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気鉄道工事の際にも発見されたらしく、また豊平村誌調査後の水田造成工事に際しても発見され

たようである。その後、昭和56年に行なわれた宅地造成に伴う緊急調査では、八幡社と白山神社

のほぼ中間の南斜面から平安時代の竪穴住居址 2ヶ 所が発掘されている (宮坂1982)。

付近の平安時代の遺跡として注目されるのは権現林遺跡である。権現林遺跡は南隣の台地上に

あり、昭和12年の林道拡張工事の際に土装と考えられる遺構から内面黒色の高台付塊 6個、杯状

と皿状のカワラケが各 1個発見された。このうち高台付坑の 4個には「直」の墨書があり、その

意義と共に山麓牧の存在の問題と関連して注目された (宮坂1938・ 矢崎1941)。 そのほか、山寺と同

一台地の西に位置する長倉からも土師器数点が発見されているほか、高尾戸・上半田。中ツルネ。

神立林の諸遺跡も平安時代の遺跡として記録されている。

また、最近の『茅野市史』上巻 (1986)では、信濃16牧の 1つ山鹿牧を旧豊平村・湖東村地域に

該当させており、その管理者の居住地を山寺地籍に想定していることも、山寺の歴史的環境と合

わせ注意されるところである。

第 2節 山寺の日碑
南大塩の由来 蓼科山・八ヶ岳の西山麓に展開する、標高800mか ら1,100mの 台地には、農耕
を主とする大小いくつもの集落が散在している。茅野市域に属するこの地帯を、いつの頃からか

山浦とよびならわしているが、どうして山浦とよぶようになったのかよくわかっていない。

この山浦地域の集落は、江戸期に入り諏訪藩の食糧増産政策により開拓された多くの新田村と、

それ以前に成立していた数少ない古村の二つに大別される。古村については成立年代も不明で、

現在の集落からかなり離れている畑や林から、土師器や須恵器が発掘されていることから、長い

年月の間に人家は集合離散をくりかえし、集落の位置も移動しながら現在に及んでいるようであ

る。

そんな古村の一つに、現在の茅野市豊平地区の南大塩区がある。古文書に南大塩の名がみえる

のは武田勝頼時代からであり、それ以前の事は正確には知ることはできないが、諏訪社の「神事

次第旧記」や社の式年造営の記録には、平安時代末には諏訪社の重要な神事や設役を大塩南方 (大

塩ひる沢)が勤めたことがのっている。この大塩南方が南大塩に変わったのはいつからかよくわか

らないが、近隣の集落である福沢や中村が古くは、大塩福沢、大塩中村とよばれていたので、大

塩牧が衰退した時、牧の支配がなくなり、それぞれに独立し名称も変わったものであろう。

また、南大塩の集落の中心に広い範囲にわたり大塩の字名が残り、付近に駒頭、野馬捕等の牧

にちなんだ字名も残っていることから、東鑑にある大塩牧、廷喜式の山麓牧、ひいては和名抄の

中心的な集落であったであろうとされているR

時代はくだるが慶長19年、諏訪頼水が定めた諏訪社の祭祀組織である「御頭郷制度」の親郷を

勤めたのは、山浦地域では南大塩しかないことからしても、南大塩は山浦地域の中心的な性格を

持つ古い集落であったとみてよいであろう。

-6-



南大塩の集落の沢一つへだてた北側に、つい最近まで30戸 くらいしかなかった小さい集落があ

り山寺とよばれている。一見異なった集落に思われがちであるが、南大塩の産土神は山寺に鎮ま

っており、かつての南大塩の中心はこの山寺の地であったが、広い耕地を求めて人家が移動して、

現在の南大塩の集落が形成され山寺はさびれてしまったものともいわれ、南大塩と山寺は同一の

ものである。

山寺の回碑 南大塩とその付近の集落には山寺について次のような口碑がイ云えられている。

山寺の自山社は現在は南大塩の産土神として鎮座しているが、古くは白山大権現ともひる沢の

社とも称し、祭神は十一面観音で嘉禎 (1237)以前の社であるが創立年代はわかっていない。自山

社は半島系帰化人と関係深い性格を持つ社であるので、山鹿牧、大塩牧が盛であった頃、駒の飼

育の技術者として招かれた帰化人が祀りはじめたものであろうともいわれているがよくわかって

いない。

山寺には古い大きな寺があったといわれているが、この寺は自山4申社に所属する寺であったの

か、寺が隆盛になるにしたがい白山社が寺を守護する社となったのか甚だ雑然としてよくわから

ない。

寺については、大同年間高徳な大師が錫をこの地に注卜け、密教を説き寺は隆盛をきわめ一時は

七堂伽藍を具備する程になり、総本寺を大坊と称した。隆盛をきわめた寺運も、なにかの事情に

より衰退し、諏訪上社の神宮寺がおこるに際し、夕くの坊は神宮寺に移された。

明治の廃仏棄釈の時、神宮寺から普賢堂に安置の昆沙門天・不動尊の木像及び仁王を、由来山

寺より移転したものであると寺記にあるから、引き取るよう通知があったが、すでに山寺の寺は

消滅してなく、安置する場所もないので引取を断念した。況在員志野の善光寺の仁王が山寺より下

がったものと伝えられている。

また弘仁 6年 (815)伝教大師 (最澄)が東国に仏教を布教の際、信濃国大山寺の正智禅師が200

部の写経に助力し、上野国浄土院に送ったと、諏訪明神絵詞にある信濃国の大山寺は山寺の寺で

あったともいわれている。

自山社は寺がなくなってからも、大塩南方の地域内にできた堀、須栗平等多くの集落の共同の

産土神として崇敬されていたが、須栗平は自山社を分祀し、塩ノ日、上場沢の産土神である豊郷

神社はひる沢の水神を分けたと伝えられ、現在は南大塩だけの産土神になったが、堀区で御柱年

には白山社三の御柱を奉仕する旧慣を残している。

以上が口碑の大略であるが、口碑は長い年月の間に幾度も修正粉飾が加えられており、山寺の

口碑についても、いずれが真実でありいずれが虚であるかを見定めることはむずかしい。山寺の

口碑の場合は全部がでたらめであるとはいいきれない。なにか真実らしい影が散見できるのが特

長であるといえるであろう。傍証となるように文献を詳細に紹介すればよいのであるが、「神事次

第旧記」には 6月 15日 の大塩ひる沢の神事が自山社で仏式に行なわれたとの記載があり、天正16

年 (1588)の「上下宮寺社領指出」には山寺に新光寺 (現在南大塩の心光寺)仏眼坊、法寿坊、全照
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坊 徽賎院の善騨漿 旧躊徽 記秀攀 労)、 1養泉坊、来H坊、由―威券の一寺六坊があったと―ある。
このようなLB寺についての1記録が苦い1文書にいくつかある事をつけ加えて終ありとする。

豊韓 会 l1966『豊平蜘

宮坂虎次 1968 「長野県茅野市中寺遺跡についてJ  朧 第204第 4号よ
富坂流秦 ■982 F山1寺霞卿  葬野市数青姦 会
営坂柔式 1988 昨攘醸 読郡大塩部藩小字権現林出上の進部土器線告J  F歴葉地理72-1」

条噛 ,lI城 1941 「墨書血判
.あ
る.上師器」 略濃支壇10-6J           .

矢崎孟伯 1986 降ぶ渤崚と交通」 F茅野市史]上巻

― B―
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第Ⅲ章 遺跡の層序
調査区全体が近世、近代に於ける耕作、開田,等で攪乱されており、基本的な層序を把握するこ

とはできなかった。また、中世～近世に亘る遺物等も混然とした状態で出上しており、層序によ

る時期区分をすることはできなかった。

第 I層……色調は黒色を呈し、若千の粘性をもち、しまりが良い。現在の耕作上に当たる。

第H層……色調は I層 よりも灰色をおび、内部に小礫を含有し、ややザラつく。

第Ⅲ層……色調は黄褐色を呈する。漸移層。

第Ⅳ層……色調は黒灰色を呈し、 1～ 5 mm大の小礫を含有し、ザラつく。

第V層……色調は灰色の強い黒色を呈し、Ⅳ層よりも大きい礫を含有する。水日の床土として

埋め立てられたものか、内部に鉄分の沈澱が見られる。

第Ⅵ層……色調はⅣ層に近い状態であるが、山砂を含有し、ザラつく感を受ける。土層下部よ

り18世紀～19世紀の肥前系磁器皿が出土している。

全体の上層は調査区の北側で約40cm、 南側で約90cmを 測り、地山は北側から南側に傾斜してい

ることがわかる。土層の状況より考えると、H層、V層は耕作上であり、段状に 2枚の耕地があ

ったことを物語っている。これを耕地拡張のために、IV層をもって埋め、 1枚の耕地を造成し、
読在の耕地を作り出している。この造成がいつ頃行なわれたのかについては適確な根拠を見い出

すことはできなかったが、Ⅵ層が段状に 2枚の耕地を作り出す時′点で埋めた土と考えられ、その

層内より18世紀～19世紀の肥前系磁器皿が出上していることより、 I層・Ⅳ層はそれ以降の層で

あるため、19世紀以降耕地拡張が行なわれたものと考えられる。

遺物の含有層はH層 とV層が中心で、中世～近世の遺物が混在する形で出土している。

91877

|

‖

附

IV

V

黒色土― しまり良好、耕作土

黒灰色上― I層 より灰色、小礫を含有しザラつく

黄褐色土 eFl移層

礫混入黒灰色土― 小礫 (1～ 5 mm)を 含有

礫・鉄分混入灰黒色■ lV層 より礫の混入が多く礫 も大きい。鉄分沈澱

砂混入黒灰色土― 山砂が混入

第 4図 遺跡の層序 (1/90)
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第Ⅳ章 検出された遺構

第 1節 中世・近世の遺構
発見された遺構は掘立柱建物址、竪穴状遺構、井戸址、濤址、暗渠址、土羨がある。これらの

遺構の所属時期については、調査区全体が近世・近代に終ける耕作や、開甲等で、攪乱が著 しく、
面的な把握が出来なかったこともあり、その特定がむずかしかった。伴出遺物等より、井戸lJL・

暗渠址・溝址等の一部が近世に属するものの、他の遺構、特に建物 l■については明確な時期を特

定し得る資料は得られなかったが、各遺構の重複関係より推察すると、おおむね中世～近世前半
に属するもののようである。

1.掘立柱建物址
調査区全域に亘って注穴状のピットが305ヶ所検出された。これら柱穴状ピットは平面形状が、
円形 (不整円形を含む)、 椿円形、隅丸方形等のものが認められ、直径20～ 50cm、 深さ20～ 60cm程の

ものが主体を占める。規模の小さな、20～ 30cm前後のものは、A・ B-13～ 17グ リッド周辺に、
40～50cmの規模の大きなものは、B・ E-6～ 11グ リッド周辺に見られた。数ケ所に柱痕が検出
され、そのほとんどが径15～ 20cmの ものである。ピット底面に石を埋設し、根石とするもの15、

柱の根固めとして石詰めをするもの 9、 根固めに粘土・ロームブロック等を埋め戻すもの16が検

1号建 P■ 5
5号建日t14 8号建P(4

-91953 -一Ｖ

~95鋭

一Ｕ

8号建P13

第 6図 建物址の各種柱穴 (1/40)
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出され、これらは主に規模の大きな建物址に伴う柱穴に見られた。

これらの柱穴状ピットは、調査区内から満遍なく検出されるのではなく、ある一定の部分に集

中する傾向が認められた。特にA～ E-5～ 12グ リッド周辺に密に分布し、この部分に建物址が

存在することが認められた。

柱穴状ピットは集中が著しく、調査時に於いて個々を結び建物址を把握することは難をき
たし

たが、平面図作製時に於いて 8棟の建物上の存在が明確となった。

第 1号建物址 (第 7図、図版第2)
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第7図 第1号建物址 (1/80)

検出状況 A-15～ 17、 B-15。 16グ リッド周辺より、径25cm、 深さ30～ 75cmの ピット群が集

中して検出された。これらのピット群がほぼ一間間隔に並ぶことより、建物l■の存在が明確とな

った。建物上の北側は調査区外となるため全体の把握に至ってはいない。第 2号
。3号建物l■ と

重複する。

遺構の構造 全体の約1/2が調査区外に位置するために建物址の規模は把握できなかった。

検出された柱穴は5ヶ 所であり、P3は 第 6号濤l■ と重複する。その為に桁行、梁行の全様を特

定することはできなかったが、柱間隔、P3～ P5列の東西方向に連なる柱穴が検出できなかったこ

となどより、 P3～ P5方向が梁行方向となる可能性が強く、梁行 2間の総柱建物上が想定できる。

棟方位はN-29° 一Wである。柱間は梁行で 2 cmの差があり、南西方向が張り出す形で歪む。

柱穴は不整円形若しくは方形を呈する。平面規模は,最大で径31cmを測り、平均では25cm前後

である。深さにはバラつきが見られるが、総じて浅く、柱痕等は検出されていない。

―-14-―



第 1表 第 1号建物址柱穴一覧表
柱 穴 No 平面形 |十 規模(Cm)十 柱 痕 (cm) 深さ (cm) 備 考

Pi
形 31× 28
形 15× 13

P2
不 整 円 形 21× 27

145
方 形 15× 13

P3
不 整 方 形 23× 28

溝 6重複
方 形 13× 11

P4
審 円 形 25× 24
堅 円 彬 1× 12

P5
不 整 円 形 23× 26
不 整 方 形 9× 13

建物址の規模、柱間の状況や柱穴のあり方より本 l■は簡単な構造をもつ建物であったと考えら

″化る。

遺物の出土状況 柱穴内より遺物の出土はない。

第 2号建物址 (第 8図、図版第2)
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第8図 第2号建物址 (1/80)

検出状況 A-15。 16、 B-15。 16グ リッドに第 1号建物址と重複する形で検出された。北西

側を第 3号建物 l■ と、P2が第 6号濤l■、P5を第 9号土墳と重複し、建物址の北側が調査区外とな

るために全容 を↓巴握することはできなかった。

遺構の構造 建物址の一部が調査区外に延びるために規模を把握することはできなかった。

検出された柱穴は 6ヶ所である。建物規模の全容が不明確なために桁行、梁行を把握すること

はできなかったが、現在確認されている東西方向の柱穴に並ぶ柱穴が検出できなかったこともあ

丁
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り、棟方向は、N-3'一 Wとなろう。東方向より考える.と、1梁行2-間の総注建物班が想定でき

る。

柱間は梁行南辺で墟航の差があり、棟がA読西方1向へずれている。

柱束は不1整円形若しくは不整方形で環さも12～20cmと浅くⅢ注痕等は検出されていない。

遺物の出土状況 柱穴内より動 の出iはない。

第 3ヂ鶉鞄趾 篠9図、図版第3)
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第12表 第2号建物雄柱穴一覧表
柱  穴|INo 平面形

―
 半 規模lcn,1牟 柱 痕 (伽 ) 深さ le4) 備 若

Pュ
整 円 , 25 X 27

16
零 ―円 形 17 X 17

Ｐ
・

i肇橋 円 形 25X 37
20 溝,重複

形 9X10

Pな
:整糟 円形 21× 鍋
円    形 14 X 14

P4
整 方 形 27X28
審 円 形 15 X 16

Pj 12 上羨0重複17 ※ ユー7

P`
不 整 1方 形 29X30

la
不 整 円 形 13X18



検出状況 本址はA-14・ B-14グ リッドに柱列が検出され建物址の存在が予想された。精査

に伴いその構造が明らかになってきたが、他の建物 l■ とは異なり東西辺へ延びる柱穴は検出され

ず、南北方向へ延びる長屋状の特異な構造をもつ建物址と判明した。北側が調査区外 となるため

に全容の把握には至ってはいない。北東方向を第 1号 。第 2号建物l■ と重複する。

遺構の構造 本址は北側が調査区外に位置するため規模を把握することはできなかった。しか

し、検出された10ヶ 所の柱穴配列より考えると棟方向はN-17°一Eである。棟方向より考える

と、梁行 2間、桁行 3間以上、東廂の建物址を想定でき得る。

柱間は桁行東辺で70cm、 廂部は29cmを 測 りほぼ平行である。梁行北辺で32cmの差が 7 cm、 棟が

東方向へ 16cmズ レている。桁行に70cmも の差が生 じてお り、 PI一 P2~P7~P6に囲まれた範囲

は、Pl~P6~P5に 囲まれた範囲の1.5倍の面積 をもつ。全長では桁行より廂が 9 cm長い。尚、桁

行と晦の間隔は35cmを 測る。

柱穴の平面形が不整円形を呈するものが主体を占め、第 1号、第 2号建物址と同様な傾向を示

す。径 も28～ 49cmと バラつ くが、30cm前後のものが中心である。深さも17～ 48cmと 幅がある。柱

痕等は検出されていない。桁行、梁行、廂のあり方より本址は、他の建物l■ と構造が異なるもの

と考えられる。

遺物の出土状況 本llLに直接関わるような遺物の出土はない。

第 3表 第 3号建物址柱穴一覧表

第 4号建物址 (第 10図、図版第2)

検出状況 A-10、 B-10、 B-11グ リッド周辺に多くのピット群が検出され、これらが建物

址に関わる可台を陛があり、構造のしっかりしている柱穴の柱間隔を調査することにより、本址の

存在が明確 となった。南側を第 5号建物址と重複し、北側約1/2を調査区外に位置しているため

に、全体の‡巴握には至っていない。

遺構の構造 北側約1/2を調査区外に位置するために規模を把握することはできなかった。しか

本主 穴 Nll 平面形 |キ 規模(cm)|十 柱 痕 (cm) 深 さ (cm) 偏 考

Pl
不 整 円 形 27 × 29

24 × 24

P2
円  形 12× 14

P3
万    形 ×

方    形 15× 16

P4
不 整橋 円形 36× 49

重 複
円    形 23 × 24

P5
形 25× 28
形 9× 1

P6
29× 30

形 12 13

P7
円    形 2&× 25
円    形 × 18

P8
35× 49

重複、 1個柱穴重複、廂柱
形 20× 20

P9
25× 31

廂柱
方    形 13 × 13

P lO
不 整 円 形 25× 28

17 廂 柱
楕  円  形 9× 14
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し、検出された1lヶ 所の柱穴配列より考えると棟方向N-23°一Eで、桁行 4間、梁行 2間、東西

辺に廂をもつ総柱建物が推定でき得る。

桁行の柱間は、東辺で 2 cmを 測 りほとんど誤差がない。梁行は南辺で50cmの差があり、棟は西

方向へ50cmズレる。廂は西側に1.3m、 東側に1.26～ 1.22m張 り出す。

柱穴は 6本 (P2・ P4・ PS'P8・ PO・ P iO)が粘土・ロームブロックを用いた根固めをもつ。 5

ヶ所に建て替えによると思われる重複が認められた。P9は 、第 5号建物址と重複 しているが、調

査所見によれば、本址の柱穴が第 5号の柱穴に重なる形であった。平面プランは方形が主体を占

め、廂柱に関わる柱穴は楕円形になるものが見られた。規模は北側の柱穴は比較的小規模なのに

対 し、南側は径48～ 60cmと 大きな傾向を示した。深さは76～ 9 cmと 様々で、概して廂柱のものが

浅い。柱痕は 6ヶ 所の柱穴 (P2'P4・ P5° P8° P9'Pl。 )に認められ、径 14～ 25cmを 測る。

遺物の出土状況 Pl内 より内耳土器片が出上しており、本址は中世に帰属する遺構であろう。

第 4表  第 4号建物址柱穴一覧表

第 5号建物址 (第 11図、図版第3)

検出状況 第 4号建物址の精査に伴い南側に建物が重複することが判明した。しかし、A～ E―

6～ 11グ リッドの広範囲に亘る規模の大きな建物址で、多くの遺構と重複し、南側1/3を 調査区外

に位置することより全容を把握することはできなかった。     ・

遺構の構造 南側1/3を調査区外に位置するために規模を把握することはできなかったが、検出

された柱穴配ア1よ り考えると、東西南北辺に廂をもつ、桁行 6間、梁行 4間の総柱大形建物址が

想定でき、検出された建物址中で最も大形である。

棟方向はN-85°一Wを測る。桁行の柱間は北辺で1.43mの差があり、P13~P14~P15間 は他の

部分より桁行が短い。梁行の柱間は西辺で63cmの差があり、P19～ P25～ P27～ P31に 囲まれた範囲

柱 穴 No 平面形 |キ 規模(cn)|キ 柱 痕 (cm) 深さ (cm) 備 考

Pl
方 30×

1個柱穴重複、廂柱、内耳土器片22× 27

P2
形 28 × 30

1個柱穴重複、根がため
方 形 ×

P3
不 整楕 円形 25× 31

廂柱
17 × 24

P4
形 × 38

18 × 22 根がため
く整 方 形 24× 25

P5
不 整 円 形 48 × 60 26× 24 根 が ため
方 形 ×

P6
方 形 29× 30

建物址 5柱穴と重複
方 形 19× 22

P7
形 25× 25

9 廂柱
形 18

P8
方 形 61 × 60 21× 23 根 が ため
方 形

P9
方 形 37 × 48

25× 24 建物址 5柱穴P13と 重複、根がため
万 形 32× 42

P10
方 形 46 × 50

19 × 20 根がため
方 形 38 × 41

PH
橋  円  形 33 × 48

1個柱穴重複、廂柱
楕  円  形 24 × 86
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はP9～ P15～ P19～ P2Sの範囲約1.4倍あり、建物の間取りを考える上で興味深い。廂は桁行北辺

より全長で1.05m長い。北辺桁行柱と廂柱、東辺梁行柱と廂柱の配列はほぼ一致するが、西辺梁

行柱の配列にはズレがあり、特にP8~P18~P33間 は廂の柱間が長い。この在り方は入口部と関連

するものであろうか。

柱穴は38本が検出されている。粘土・ロームブロックを用いた根固めがなされる柱穴は11本

(P5'P6・ PO・ Pll,P13° P14・ P15° P23・ P24・ P25・ P36)ヽ 石による根固めをもつ柱穴は3(P20°

P30・ P a4)ヽ 根石が埋設される柱穴 2(P27° P,9)がある。根固めがなされる柱穴は北辺に、根石

をもつ柱穴は南辺に偏在する傾向が看取できた。平面プランは不整方形、方形が主体を占めた。

深さは 8～ 65cmと ばらつきが見られるが、地形の傾斜に沿って浅くなる傾向がみられ、各々が50

cm前後の深さをもっていたと思われる。柱痕が認められた柱穴は10ヶ 所あり径20cm前後の柱痕が

検出されている。

本l■はその構造等より、大形の建物址で主屋としての性格を有するものである。

遺物の出土状況 本址の柱穴 4ヶ所より内耳土器片、かわらけ、灰釉陶器、常滑系甕片が出土
している。特にP30に根固め石の代用として常滑系甕片 (第 25図 1)が用いられていた。これらの

出土遺物より本址は中世中頃に帰属するものであろう。

第 5表 第 5号建物址柱穴一覧表
柱 穴 No 平面形 |キ 規模(cm)|十 柱 痕 (cm) 深さ (cm) 備 考

Pl
小 堅 方 形 41× 49

2個柱穴重複、廂柱不 整 方 形 30× 35

P2
不 整棺 円形 42× 56

4個柱穴重複、廂柱橋  円  形 26× 32

P3
不 整 円 形

廂 柱
不 整 円 形 26 × 27

P4 形 28 × 26
廂柱形

Ps
方 形 39 × 45

19× 21 1個柱穴重複、根がため、廂柱方 形 30× 35

P6
方 形 37× 42

18 × 20 根がため、建物址 4P5重複、廂柱形 30× 36

P7 形 25× 25
3個柱穴重複、廂柱方 形 16× 19

P3
不 整桔 円形 28× 32

廂 柱
不 整楕 円形 19 × 27

Pθ
整 方 形 48 × 50

22× 23 溝 7重複、根がため整 方 形 37 × 34

P iO
不整椿 円形 35 × 48

1個柱穴重複、内耳土器片不整楕 円形 20× 25

Pl,
方 形 53 × 60

10× 10 根 が ため
万 形 35× 51

P12 万 形 33× 35
方 形 ・24 × 28

P13 建物址 4柱穴 Peと 重複

P14
万 形 44× 47

27× 34 根がため、根石万 形 33× 89

P15
万 形 ×

19× 22 1個柱穴重複、根がため方 虎 24× 23

P16 不 整 方 形 29 × 32
2個柱穴重複、廂柱不 整 方 形 19×

P17 不整精 円形 37× 57
重複、廂柱イヽ 啓 円 形 28 × 30

―-20-―



Σ拶

ン

上

∵

コ

　

　

　

　

コ

髯

　

　

　

　

Ｘヽ

|

A南}_し,一v――丁~¬/V¬脚〆

『
叩

0            2m

′

∝
―
隠
ｒ
飢
』

―-21 ・ 22-―

第11図 第5号建物址 (1/80)



柱 穴 No 平 面 形 上
下 規模 (cm)

上
下 柱 痕 (cm) 深さ (cm) 備 考

P,8 不 整 円 形 42 × 45
廂柱ヽ整 円 形 33× 36

P19
ヽ整 万 能 38 × 42

1個柱穴重複不 整 方 25 × 28

P20
不 整 円 形 49× 50

根 が ため石不 整 方 形 37× 32

P21 形 30× 35
土羨 4重複形 27 × 17

P22 形 23 × 48
暗渠 1重複、硯片不 整楕 F 15× 23

P23 不 整 方 形 42 × 48
20 × 20 暗渠 1重複、内耳土器片、かわらけ、常滑片、灰釉片不 整 方 形 × 38

P24 イヽ整橋 円形 40 × 47
17× 20 根がため不 28 × 37

方 35 × 43
3個柱穴重複、根がため方 形 29 × 30

不 整 方 形 ×

廂柱く整 方 形 ×

P27
堅長 方 形 41× 55

溝 4重複、根石形 35× 37

P28
方 形

8 溝 4重複方 形 ?

P29
く整 方 形 35 × 42

根石、根がため石26× 34
45 × 54

溝 3重複、根がため石、常滑片方 33 × 44

P91
不 整 円 形 29× 29

濤 3重複円 形 17 19

P a2
万 37 × 42

廂柱万 形 24 × 30

P33 方 形 30× 33
廂柱方 形 19× 25

P34 方 85 × 40
廂柱、根がため石万 形 28× 34

P35 万 形 33 × 35
3個柱穴重複、廂柱方 24 × 24

P36
整 方 形 39 × 51

14× 21 根 が ため不 整 方 形 31× 39

P37 不 整 方 形 47× 50
内耳土器片イヽ 竪 方 形 33× 41

P38 万 形 57× 59
2個柱穴重複万 形 43 × 46

第 6号建物址 (第 12図、図版第3)

検出状況 C-8、 D-8グ リッド周辺より径20cm、 深さ25～ 15cm前後のピット群が集中し検
出された。この中よリー間間隔に並ぶ部分が検出され、本址の存在が明確 となった。建物址第 5

号 と重複する。

遺構の構造 建物址の規模は 1間 × l間の小規模な側柱建物である。 Pl(P2)ヽ P3(P4)方向
がヽPl(P2)、 P2(P4)方 向よりも39cm長 く、この方向が桁行 と思われ、棟方向はN-20°一Eで

ある。

柱間は梁行で13cm、 桁行では14cmの差があり南西方向がやや張 り出す。規模は桁行2.27m、 梁

行188m、 面積約4.27m2である。

柱穴は不整円形のプランを呈 し、径22～ 31cmの小形のものである。深さはバラつきが見られ、

P3は特に63cmと 深い。 P3は 18cm× 18cmの柱痕が柱穴ほぼ中央より検出されている。柱脇には粘

土・ロームブロックを用い根固めが行なわれていた。

―-23-―



建物址の規模、柱穴の深さにばらつきが見られる′ミなどより簡単な構造の建物が想定でき得る。

遺物の出土状況 本l■に直接関わるような遺物の出土はない。
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第12図 第 6号建物址 (1/80)

第 6表 第6号建物址柱穴一覧表

柱 穴 Nα 平面形 |キ 規模(cm)|キ 柱 痕 (側 ) 深さ (cm) 備 考

Pl
形

P2
]1シ 22 × 29

不 整 円 形 ×

P3
不 整 円 形 32× 34

× 根がため、木柱
方 形

P4
形 29× 30

7
形 24 × 24

第 7号建物址 悌1姻、図版第2)

検出状況 B-5、 C-5,C-4グ リッドより根石をもつ柱穴が検出され、これらが一定の

間隔で配されていることより、周辺に建物址が存在することが判明した。北側を
第 4号濤l■ と、

東側を第 5号建物址を重複する。

遺構の構造 本址に関わる柱穴は6ヶ 所で建物の全容を把握し得た。棟方向はN-80° 一Wを示

す。構造は桁行 1間、梁行 2間の側注建物である。

桁行の柱間は南北辺で 4c14の差でほぼ等間である。梁行の柱間は東辺で l cm、 西
辺で等間で誤

差はほとんどなく、平面形はほとんど歪みがない。規模は桁行4.18m、 梁行
3.605m、 面積約15.07

m2である。

柱穴は 5本 (Pl・ P3・ P4・ PS° P6)に根石が埋設されており、安山岩の偏平な面を据え
てい

る。P6の場合、柱の高さ調整のためか根石が 2点用いられている。平面プラ
ンは不整円形が主休

―-24-―
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第13図 第7;建物l■ (1/80)

を占め、規模も38～ 49cmと ばらつきが少ない。深さは55～ 21cmと 様々で、地形の傾斜に沿って浅

くなる傾向が看取でき、基本的には各々50cm前後の深さをもっていたと思われる。柱痕は検出さ

れていない。

柱構造もしっかりしており、柱間に歪みがないことなどより、本l■はかなりしっかりした構造

をもつ建物址であった可能性が強い。

遺物の出土状況 P2底面上24cmよ り、ガラス小玉、P3よ り内耳土器片、P5よ りかわらけ、瀬

戸・美濃系陶器片が出土しており、これらの出土遺物より本址は中世後半に帰属するものである。

第 7表 第 7号建物址柱穴一覧表
柱 穴 No 平面形 |キ 規模 (Cm) 上下 柱 痕 (cm) 深さ (cm) 備 考

Pl
整 円 形 ×

根石
堅 円 形 27 〉〈 30

P2
形 47 × 48

溝 4重複、ガラス小玉形 24 × 24

P3
不 整 円 形 45 × 47

根石、内耳土器片不 整 円 形 34 〉〈 36

P4
不 整楕 円形 30 〉〈 41

溝 5重複、根石不 堅楕 円形 23× 29
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柱 穴 No 平面形 |十 規模(cm)|十 柱 痕 (cln) 深さ (cm) 備 考

Ps
不 整 方 形 39× 49

根石、かわらけ、瀬戸・美濃系陶器片
形 28 × 30

P6
移 方 形 3× 38

根石
整 万 形 29 × 30

第 8号建物址 (第 14図、図版第2)

[340]
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第14図 第8号建物址 (1/80)

検出状況 本」JLは B-2、 C-2、 C-3グ リッドより根石をもつ柱穴が検出され、建物l■の

存在が明確となった。北側を第 4号濤址と重複する。

遺構の構造 本l■に関わる柱穴は 5ヶ所検出された。東辺に柱穴があったと思われるが、第 4

号濤上 と重複するために検出できなかったが、基本的には 6本柱となろう。棟方向は、N-62°一

Eを示す。構造は桁行 1間、梁行 2間の側柱建物で第 7号建物 l■Lと 同様である。

桁行の柱間は南北辺で10cmの差をもつ。梁行の柱間は西辺で l cmの差で、平面形はほとんど歪

みがない。規模は桁行3.45m、 梁行3.27m、 面積■ .28m2である。

西辺梁行側の柱穴 3本 (PIo P3° P4)に根石が埋設されていた。 Pl・ P4は 偏平な安山岩が据

えられ、P3は大凹石を根石としていた。P4の場合柱穴底面一杯に根石を据えていた。平面プラン

酬

ｏ
Ｓ

Ｉ

ω
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は不整円形が主体を占め、規模も54～ 57cmと ある程度のバラつきがあるが、40cm前後のものが主

体をなす。深さは13～ 28cmと なっているが、浅いものは検出面との関連から、基本的には28cm前

後となろう。P5は 3個の柱穴と重複しており、建て答えが行なわれたと思われる。柱痕は検出さ

れていない。

構造的にも第 7号建物址と類似する部分が多く、同様な構造をもっていたものと類推でき得る。

遺物の出土状況 P4内 より内耳土器片と、内耳土器底部破片を再利用した土製方形板 (第 35図

6)が出土している。これらより本址は中世に帰属する遺構であろう。

第 8表 第 8号建物址柱穴一覧表

柱 穴 No 平面形 |十 規模 (cm)
上
下 柱 痕 (cm) 深 さ 偏 考

Pl
36× 54

根石
不整楕 円形 29× 44

P2
不 整 方 形 31× 39

方 22× 24

P3
整 27× 37

大凹る
円形 19

P4
桔  円  形 38 × 49

根石、内耳土器片、土製方形板
楕  円  形 21× 30

Ps
不 整 方 形 34× 39 3個柱穴重複
方 形 19× 24

2.竪穴状遺構
竪穴状遺構は 1基検出されている。

第 1号竪穴状遺構 (第 1週、図版第2)

検出状況 本址は調査区の西偵JttC-100～ 2・ D-100～ 2グ リッドにかけて長方形の落ち込

みが検出されその存在が明確となった。調査当初は平面プラン等より竪穴住居l■を想定したが、

炉・カマ ド等が検出されなかったことなどより竪穴状遺構として本l■を取り扱った。

遺構の構造 本址は西側を濤状の大きな掘 り込みに攪乱され、南側は斜面状のため壁が流出し

ており、平面プランの全容を把握することはできなかった。しかし、短辺に検出された柱穴 (Pl・

P2)を棟持ち柱用のものとすると、長辺4.74m、 短辺3.6mの 、各コーナがやや張り出す隅丸長方

形を呈するプランが想定でき、面積17.06m2を 測る。長軸方向は、N-82° 一Wを さす。

覆土は 3層からなる。Ⅳ層中床上 4 cmの部分に大小の礫 8個がかたまって検出され、また、北

東コーナ部床上 7 cmに長さ35cmの炭化材が検出されており、これらの状況より考えると、本址は

人為的に埋められた可能性がある。

壁の立ち上がりは北側で14cmを 測る。これが南側になるにつれ流出し不明瞭となる。

床面は地山のローム面を利用している。北東隅を除き全体的に軟弱な傾向を示し、若千だが凹

凸の見られる部分もある。

柱穴は短辺のほぼ中央と思われる位置に2ヶ 所と、柱穴状ピットが 3ヶ所の計 5ヶ 所が検出さ

れた。直接本址に関わる柱穴は、その配置より考えて、 Pl・ P2の 2ヶ 所である。 Pl・ P2共に平

面プランは不整楕円形を呈する。P2は 立て答えによると思われる重複をもち、根詰め用の石 2点

―-27-―
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V 黒褐色土― コーム粒子を含有
Ⅵ 明灰褐色土― II層 より明るい

0                 2m

第15図  第 1号竪穴状遺構 (1/60)

が検出された。Pl・ P2は その位置関係から棟持ち柱に関わる柱穴と考えられ、竪穴が上部構造を

もっていたことが窺える。棟持ち柱用の柱穴しか検出されなかった点などを考えると、本址の上

部構造は簡単なものであった可能性が高い。

遺物の出土状況 本l■Lよ り検出された遺物は少量で、北東コーナ付近より内耳土器片が 4、 P2

内よりかわらけ片 1が出土している。

これらの遺物より本l■は中世に属するものとして捉えることができよう。

3.井戸址
井戸l■は 2基検出された。井戸址は建物址周辺に集中しており、建物址との関連の基に構築さ

れたと思われるが、第 2号井戸l■の場合、建物l■群よりも新しいものであり、これに濤址が伴う
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漆黒色土

漆黒色土―鉄分が沈澱

黒色土― CP―ム粒子含有

鉄分沈澱

黒色土― ローム粒子含有

ような形で構築されている。

構造は素掘りの掘り抜き井戸

であり、井根1に木組や石組など

は認められず、また、覆屋等に

関わる柱穴も検出されていない。

平面形態は不整円形を呈し、断

面形は底面から中程までが直に

立ち上がり、開日部は漏斗状に

開くものである。深さは割合浅

目で地山層下約120帥で湧水が

みられた。

井戸は、全て埋め民された状

態の層序を示し、特に第 2号井

戸址の場合内部に多量の礫や石

臼破片が投げ込まれていた。

時期は内部より出上した遺物

より中世 。近世に廃絶されたこ

と力半覚える。

第 1号井戸址

(第 16図、図版第4)

検出状況 本lJLは C-12。 13

グリッドに位置する。遺構確認

作業の段階に於いては土羨 とさ

れていたが、遺構の精査に伴い

他の上獲と規模、構造に相違が

見られ、また下著るより水が湧き

出したことなどより本址が井戸

l■であることが明確 となった。

遺構の構造 掘 り方上面は東

西方向がやや拡がる不整円形を

呈し、径20.4× 25。 lcmを 測る。

掘 り方の深さは49cmを 測る。断

面は内彎気味に拡がる漏斗状を

呈する。井戸本体の平面プラン

∞
『
　
０
咄
０
１
１
　
∞

第 2号井戸址

fr
0                 2m

2号井戸址 (1/60)
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は短軸0.99× 長軸119mの隅丸長方形を呈する。

掘 り込みは直に近 く、75cmを測る。底面は平坦で、この面より20cm上 まで水が溜まった。

井側部の掘 り方も割合丹念であったが木組や石組等はなされておらず、素掘 りの掘 り抜き井戸

である。深さは1.24mと 割合浅目のものである。

覆屋等に関わる柱穴は明確にならなかったが、周辺に深さ30cm前後の柱穴が南北方向に検出さ

れている。

覆土は 4層 に分層でき、土層の観察より、本址は埋め戻されたものと考えられる。

遺物の出上状況 第 I oII層内よりかわらけ片 2(第 21図 1・ 6)灰釉陶器 (平安時代)1が 出土

してお り、本址は中世に属し埋め戻 しも中世に行われたと考えられる。

第 2井戸址 (第 16図、図版第4)

検出状況 本址はC-10。 D-10グ リッドに漆黒色上の落ち込みが検出され、その存在が明確
となった。本l■ も第 1号井戸址同様に遺構確認作業の段階に於いてその性格が判明せず、遺構精

査に伴い井戸址であることが確認できた。

遺構の構造 掘り方の上面プランは南側が不整形となり、北東、北西隅にコーナをもつ不整方
形を呈し、径2.31× 2.21mを 測る。これは第 1号井戸址よりやや大きい。

掘り方の深さは53cmを測り、断面は内彎気味に拡がる漏斗状を呈する。井戸本体の平面プラン

は短軸1.33× 長軸1.64mの 不整隅九長方形を呈する。

井側は直に掘られており、木組、石組などはなされておらず、素掘りの掘り抜き井戸である。

湧水と覆土中に投げ込まれた分量の礫のために完掘できず、底面、深さの確認はできなかった。

水の湧水面は、本址確認面下70cmであり、第 1号井戸址より浅い位置に外いて湧水が見られた。

本址は北側を第 1号暗渠址と、南側を第 3号濤址と重複している。調査の結果暗渠址は井戸址よ

りも新しいことが確認されたが、第 3号濤l■については、重複関係を明確にすることはできなか

った。

覆土は上層から礫が投げ込まれたような状態で分量に出上し、この中には石臼、石悟鉢片が含

まれていた。下層にも礫が夕量に投げ込まれていたが、上層のものと比較すると大きな礫が中心

で、一抱もある礫が入っていた。

遺物の出土状況 覆土中より礫と一緒に石臼、石橋鉢片や内耳土器片、青磁片 (第 23図 3)、 常
滑系甕片が出土している。また、近世染付磁器が 1点混在する形で出土している。

直接本址に関連があるかは不明ではあるが、第17図に示すように、本址北西脇の不整形の浅い

濤状遺構より錫杖 (第 35図 1)が出土している。

4.土 墳 (第 18図、図版第2)
土獲は 9基が検出された。これら土娠の平面形態は円形 (不整円形を含む)、 楕円形、隅丸方形が

認められ、特に不整楕円形、隅丸長方形のものが主体を占める。規模も直径80cm～ 2mま でばら
つきのあるものである。特に第 4号土壊は規模が大きなものである。深さも総じて浅 く、立ち上
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第17図 B-9。 c-9グリット周辺の遺物出「土状況 (1/40)
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が りが不明瞭なものが主体を占めた。

伴出遺物が全 く見られないものがほとんどで、個々の明確な所属時期については判然としない

ものが多い。しかし、他の遺構 との重複関係等よりある程度時期が明確となったものもある。第

4号・第 6号土墳などは第 5号建物址 との関連や出土遺物より中世後半に属すると思われる。

土墳の分布は大きく分け 3群より構成される。調査区東側の建物 l■ と重複しない部分に占地す

る一群 (第 1～ 3・ 5・ 9号土媛)、 第 5号建物址 と重複する一群 (第 4・ 6号土獲)、 調査区西側に

散在する一群 (第 7・ 8号土獲)がある。これらの上墳が建物j■や濤址とどのような関連をもって

いたかは土墳の時期が不確定なこともあり明確にはならないが、何らかの形で関連が有るものと

思われる。第 8号土獲の場合,第 4号濤J■の末端が土羨内に注ぎ込む形をとっていることも示唆

的である。

発見された各土墳の諸属性については第9表のとおりである。

第 9表  中世・近世土墳一覧表

土 壊 No 調 査 区
形

態
上   面
機皓

面 (m)
面 (m)

深 さ (m) 備 考
底   面

l C-18 零 0 96× 1 09

不 整 P 0 66〉(0 76

C-18 不 整 円 形 0 98× 1 02
0 19

不 整橋 円形 0 53〉(0 8

3 C-16 不 整 円 形 0 96〉〈0 97
0 42 人為的堆積Ⅲ嵩引 万 J杉 071× 077

4 B-8 隔 古長方 形 123× 234
内耳土器片・灰釉駒器

隅 丸長 方 形 103× 226

5 C-13 不 整 隅 丸長方 形 0 78〉〈1 28
0 21

隅 丸長 方 形 0 63× 1 08

6 C-9 121× 120
0 11 内■土器片

円 形 0 83〉〈0 88

7 E-1 不 4k惰円形 113× 一一
0 57

不 整楕 円形 0 58× ――――

8 A-100 隅 九長 方形
0 18 近代染付磁器

九長 方形

9 C-15
形

0 88〉〈1 59
0 12

083× 141

5.濤 l■

今回の調査により7条の濤也とが検出された。全体的に幅の狭いものが分く、浅い掘り方をもつ。

濤址の分布は調査区の東西方向に維走するものと、これに直行する形のものがある。北東から

北西へ向かうものが 2(第 1・ 6号溝址)、 西から東へ向かうものが 3(第 2・ 3・ 5号濤址)、 東か

ら西へ向かうものが 1(第 4号濤址)あ る。これらの濤についてその上層より明確に流路と判明し

たものはなかったが、濤の傾斜等を考えると流路として用いられたものもあろう。また、区画を

目的としたものもあると考えられる。

濤址内からは若千ではあるが遺物を出上している。それによると中世と近世に分けることが可

能である。

第 1号溝址 (第1咽、図版第2)

検出状況 C-19グ リッドより等高線と直交する形で、南側に向かう濤が自山社に向かう農道

に平行して検出され本址とした。
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第19日 中せ・近世の遺構
(滞址平面図1/240。 濤エレベーショ

遺構 の構 造 走 向方 向 は N―

23° 一E、 検出された全長6.24mで最

大幅0.51m、 深さ 8 cln、 断面形はU

字形を呈し、全体構造はしっかりと

していない。上端 と下端のレベル差

は32clnを 測 り、北より南側へ流路を

もつ濤である。

遺物の出土状況 濤内より宋銭と

思われる銭貨の小破片と、内耳土器

片が出上している。

第 2号溝 llL(第 19図、図版第

2)

検出状況 D-11グ リッドを西よ

り東に斜走する形で濤が検出された

本 l■ とした。

遺構 の構 造 走 向方 向 は N―

71° 一W、 検出された全長3.12mで、

最大幅0.28m、 深さ 5 cm、 断面形は

逆台形を呈し、上端 と下端のレベル

差は 5 cmを 測 り、流路は西より東側

へゆるやかな傾斜をもつ。

遣物の出土状況 溝内より常滑系

甕片 (第 26図 12)が出上している。

第 3号溝址 (第 1明、図版第

4)

検出状況 C-10グ リッドに検出

された第 2号井戸 l■の精査に伴いそ

の存在が明確 となった。

遺構 の構 造 走 向方 向は N―

80°一W。 検出されている部分の長さ

は4.66mで、最大幅1.02m、 深さ25

cmである。断面形は逆台形状を呈し、

その掘 り方はしっか りしている。上

端 と下端のレベル差は 7 cmを 測り、
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西から東へゆるやかな傾斜をもつ。本l■北辺に重複する形で第 2号井戸址が検出された。

遺物の出土状況 濤底部より近世悟鉢片 (第 28図 1)、 近世陶器片 (第 27図 3)が出土しており、

本址は近世に帰属する遺構 と思われる。

第 4号溝址 (第 1図、図版第2)

検出状況 C-7・ 8グ リッドより西側へ走向する濤が検出され本址とした。

遺構の構造 走向方向はN-81°一W。 検出された全長19.48mを 測り、 7条の濤の内最も長い。

最大幅 lm、 深さ38cm、 断面形は逆台形状を呈している。上端と下端のレベル差は、40cmを測り、

東より西へ流路をもつ。改修のためか濤に重複が見られる。また、B-2グリドで分岐し、一端

は第 8号土獲内に注 ぐ形をとっている。

遺物の出土状況 本址よりかわ銹け片、内耳土器片、美濃・瀬戸器片、近世染付磁器片が出土

している。

第 5号溝址 (第 19図、図版第2)

検出状況 D-7グ リッドより濤が検出され本l■Lと した。

遺構の構造 走向方向はN-83°一W。 検出された全長5.76m、 幅0.33m、 深さ15cm、 断面形は

逆台形状を呈している。西端が第 4号濤址と重複をもつ。上端と下端のレベル差は12cmを 測り、

西より東側へ流路をもつ。

遺物の出土状況 本l■より近世染付磁器が出土している。

第 6号溝址 (第 19図、図版第2)

検出状況 本址はA-15グ リッドより濤が検出され、その存在が明確となった。濤の北端が調

査区外となるために全容の把握には至ってはいない。

遺構の構造 走向方向N-17°一Eで第 3号建物l■ とはぼ平行である。全体の平面プランは不整

形で北端がやや彎曲する。検出された全長は3.94m、 幅0.66m、 深さ 8 cm、 断面形は逆台形状を

呈し、上端と下端のレベル差は 7 cmで、北より南側への流路をもつ。

遺物の検出状況 本址に関わる遺物の出土はない。

第 7号溝址 (第 19図、図版第2)

検出状況 B-7グ リッド周辺に濤が第 1号暗渠址に続く形で検出され本址とした。

遺構の構造 走向方向はN-80°一Wで、東端で第 1号暗渠址と重複する。第 1号暗渠上は、本
jIの掘り方上に構築されており、本 l■Lは、暗渠址よりも古いものと思われる。全長は7.7m、 幅1.04

m、 深さ23cm、 断面形は逆台形状を呈する。上・下端のレベル差ははとんどない。

遺物の出土状況 本址に直接関わるような遺物の出土は見られなかった。第 1号暗渠l■Lと の重

複関係より考えると、本址は近世以前に帰属するものであろう。

第10表 溝 址 一 覧 表

溝址No 方    向 全長 (m) 幅 (m) 深さ (cm) 断 面 形 備 考

と N-23° 一E 051 8 U字形 内耳土器片
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溝址No 方    向 全長 (■ ) 幅 (m) 際 さ (cm) 断 面 形 備 者

2 N-71° 一W 3 12 5 台  形 常滑系甕片

3 N-80° 一W (4 66) 1 02 台  形 近世陶器片

4 N-81° 一W (19 48) 台  形 中世陶器片・近世磁器片・かわらけ片・

内耳土器片

5 N-83° 一W (5 76) 0 33 台  形 近世磁器片

6 N-17° 一E (394) 8 台 形

7 N-80° 一W 7 70 台 形

6。 暗渠址

調査区を東西に縦走する形で暗渠址 (所謂ガニ水道)が検出された。

第 1号暗渠址 (第20図、図版第4)

検出状況 B-9。 C-10。 11・ D-11。 12グ リッドに東西方向へ縦走する帯状の集石が検出
され、その存在が明確となった。調査当初は構造等が不明確だったために集石として取り扱った

が、その構築法が単なる集石ではなく、蓋石を有する暗渠址と判明したために、本址を暗渠址と

改めた。

第20図 第 1号暗渠址 (平面図1/80。 断面図1/40)

遺構の構造 暗渠址はN-71° 一W方向に走り長さは7.6mを測る。これは況状の畑地割とほぼ
平行である。流路方向は西より東に流れる。濤は幅41cm、 深さ15cm、 断面形が逆台形を呈する。

濤の両側壁に沿い平偏な20cm前後の川原石を直立し並べ壁部を補強する。この上に平偏な30cm前

後の川原石で蓋をし空洞部を作 り出している。空洞部は約20cmの 方形で、 C-11・ 12グ リッドの

部分に於いては内部に上の堆積は見られず、空洞化していた。このような構造をとる個所は、C―

11、 D―■・12グ リッドの部分である。他の部分では雑然と10cm前後の礫が帯状に集められてい

るだけである。暗渠l■には、月ヽ礫を含有する上が埋められていた。

遺物の出土状況 集石用礫として石括鉢や常滑系甕片が用いられていたが、直接この暗渠址の
時期を示すものではなく、むしろ暗渠址周辺にあったこれらの遺物を再利用したものと考えられ

る。この他に近世陶器甕片がB-9グ リッドより出上しており、この遺物により本址は近世後半
の遺構であると思われる。

__ 920 21
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第 V章 検出された遺物

第 1節 中世以前の遺物
中世以前の遺物は平安時代土師器片、灰釉陶器片と、黒曜石禁J片、砕片が出土している。これ

らは出土分布に一定の傾向がなく、出土層位も把握できず、中世以降の遺物と混然とした状態で

出土している。

1.土師器
内面を黒色処理した土師器底部破片が 1点出上している。高台を有していたと思われ、その手J

落痕が認められる。色調は橙褐色を呈し、焼成は良好である。

2.灰釉陶器
8点が出土している。内訳は、口縁郡 2、 体部下半 5、 底部 1である。全て坑と思われ、 1ッミ

は口縁が輪花状となる。これらの灰釉陶器は、胎土・焼成等より東濃産と思われ、平安時代末に

属す。

3.黒曜看崇J片・砕片
4′ミが出上している。混入物のない割合透明度の高い和田峠産の黒曜石である。

第 2節 中世以降の遺物
中世以降に属する遺物は陶磁器類、石製品、銭貨、金属製品、土製品が出土している。これら

は、そのほとんどが遺構に伴わず、破片が主体を占めることもあり、所属時期を明確にすること

に難をきたした。遺物はその属性により大別すると中世前半～中葉、中世後半～近世初頭、近世

後半の遺物が含まれているようである。

1.中世の陶磁器類
中世の陶磁器類は土器質(かわらけ、内耳土器)、 舶載磁器、国産陶器が出上している。全体の数

量は162′ミで、主体をなすものは内耳土器で99点が出上している。

かわらけ (第 21図、図版第5・ 6)

17´点が出上している。内訳は、口縁部から底部 3、 口縁郡 5、 体部片 1、 底部 8である。全て

ロクロ成形で手捏ね成形によるものはない。この内図示できた資料は 7点で、その内器形の全様

が判明し得た資料は 3′点にすぎない。器形の判明した資料より考えると、体部が直線的に立ち上

がるもの (1)と 、やや内彎気味に立ち上がるもの (2・ 3)が認められ、前者の場合器壁が厚く

後者の場合、器壁が薄い傾向を示した。この場合特徴的な器形を呈し、口唇部に面取りがなされ

たような強い稜を残し、口端が尖っている。内面整形は、内面外周見込み部にナデがほどこされ

ているものだけである。底部処理は回転糸切りによる。 3・ 4・ 5は糸切後故意にナデ整形を行
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第21図 中世土器 (かわらけ・1/3)

っている。所謂スノコ痕 と思われる痕跡は観察できなかった。

胎上、焼成、色調は大別して 2つのタイプに分けることができる。Aグループは色調が赤褐色

を呈し、長石粒子、褐鉄鉱粒子を含有する (2～ 7)。 Bグループは色調が乳白色を呈しAグルー

プに比べ砂粒の含有が少ない (1)。

検出されたかわらけ内には油煙等の付着は見られなかった。

かわらけは調査内のある一定の範囲に散在する。遺構に関連 したものでは第 1号井戸l■内より

5点 (1・ 6。 7他破片 2点 )、 第 1号竪穴状遺構柱穴内より 1ッ点 (2)、 第 5号建物址範囲内より8

点、第 7号建物址注穴内より 1′ミ (3)が出土している。

内耳土器 (第22図、図版第5・ 6)

99´ミが出上している。これらは破片が主体で器形が判明したものはわずかで8′点を図上復原で

きたに過ぎない。

大きな器形の差異は口縁部と、底部の立ち上がり、器高差などに見られた。

器高が高く口縁部が直線的に開くもの (1・ 2)、 器高が高 く口縁部がやや内彎気味となるもの

(3・ 4)、 器高が高 く口縁部が外反するもの (6。 9。 10)、 器高が低 く口縁部が外反するもの (5)

が認められた。底部形状にも底部際がやや張り出すもの (8)と そうでないもの (7)が認められ

たが、どのような口縁部形状を呈するかは不明である。

内外面の整形は口縁部に特徴的な痕跡が認められる。外面口縁部に3条程の横位ナデ整形を有

するもの (2・ 4・ 6)、 外面整形は横位ナデ整形、内面に数条の沈線が巡るもの (1)、 外面に強

い1条程の横位ナデ整形が行われるもの (5)がある。

中
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第22図 中世土器 (内耳土器Ⅲl～ 8は 1/6・ 9～ 12は 1/31

胎土、焼成、色調は全て類似する傾向を示した。胎上中にはヨ色細粒子、赤色細粒子を含有し、

これらは粒でろいのものである。

検出された内耳土器には、内外面に炭化物が付着している例が多く、この上器が日常具―として

頻繁に使用されていたことが窺える。

これらの内耳土慕は口縁部等の状況より御社宮司遺1跡第m・ 第IV4に属するものであり、15世

紀～17世紀初頭の幅広い時期のものが含まれている。

出三分布の状
―
況は中世陶器などと同様な傾向を示し、建物述が検出された範菌を申心に集中す

る傾向が看取できた。
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舶載磁器 (第23図、図版第5,6)

青磁が 4点出土している。すべて龍泉窯系のもので、不、碗、香炉 ?の器種が認められる。各々

の特徴等より全て14世紀前半に属するものである。

て睡墓予て 世 驚2 一

ツ

10cm

第23図 中世舶載磁器 (青磁lTA・ 碗他 。1/3)

不 :1は 口縁部が大きく外反し、腰部で折れる器形を呈する。高台は断面が方形をなし、底面

は、ヘラ削 り調整がなされる。高台裏が露胎となる他は、内外共に施釉されている。釉色は淡青

灰色を呈し、釉全面に大きな貫入と発胞が見られる。

碗 :2は外面に蓬弁文様を削り出している。高台は断面が方形をなす。施釉は高台畳付、内外

共になされてお り、高台脇が釉だまりとなる。釉色は緑青灰色を呈している。図示できなかった

が大振 りの碗の腰部破片が 1点出土している。釉色は灰緑色を呈 し、細かな貫入がみられる。

香炉 :3は香炉の体部下半である。脚を有していたと思われ、その部分が刹落する。内面が露

胎となる他は淡青緑色の釉が厚 くかけられている。

舶載磁器は第 5号建物 l■周辺に散在しており、建物 lr_に 関わる可能性が強い。

国産陶器 (第 24・ 25・ 26図、図版第5・ 6・ 7)

頼戸・美濃系、常滑系の皿・坑・鉢・香炉,甕等の器種破片42´点が認められ、釉も灰釉、長石

釉、鉄釉があった。多くが細片で器形を復原することがむずかしく、14′ミが器形復原できたに過

ぎない。

皿 :大別して 2タ イプの器形が認められた。口縁部が外反するもの (1～ 4)、 口縁部が内彎す

るもの (7)である。施釉状態が 2種類みられ、 1は所謂縁釉の小皿で、灰釉が施される。底部処

理は回転糸切 りによる。15世紀に比定されるものであろう。 2～ 3、 5。 6・ 7は小さな削り出

しによる高台を有し、全面に施釉されている。 7の長石釉を除き全て灰釉が施されている。これ

らは16世紀後半のものであろう。

坑 :灰釉と鉄釉の坑の破片が 5′点出上している。これらは 1´ミを除き全てが鉄釉が施されてい

る。 9は天目茶坑である。割合大振りな器形をもち、黒茶の鉄釉が施釉される。体部下半は露胎

となり、ヘラ削りの調整がなされている。瀬戸・美濃系の16世紀後半のものであろう。

鉢 :捏鉢の口縁部と底部が 1′ミずつ出土している。10は捏鉢口縁部である。口縁部は断面が方

形をなし、端部がやや張り,沈線を残している。胎土や調整等の様相より中津川系の捏外と思わ

れ、14世紀に属するものであろう。

香炉 :脚部を有する香炉底部が 1点出土している (11)。 底部処理は回転糸切りがなされ、三足
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第24図 中世。近世の陶器 (瀬戸・美濃皿他・1/3)

がつく。瀬戸・美濃系のものであろうか。

甕 :全て常滑系の大甕片で12′ミ出土しており、胎上、色調等より考えると6個体分の破片であ

る。叩き目痕が 2点認められる (7・ 10)。

1は 口縁部である。口縁部が「N字形」の断面を呈する。 4～ 8は肩部から胴部上半である。

肩部が緩やかな傾斜をなし、胴部上半で最大の膨らみをもち、胴部下半
へ折れる器形を呈する。

9～ 12は胴部下半である。器形は直線的な立ち上がりをもつ。 1・ 3・ 4は 口縁内外面に緑責色

の自然釉が推卜か り、 2・ 9～ 12は光沢をもつ茶褐色を呈する。胎土中に石英
。長石を多く含みざ

らつき、色調が茶褐色を呈するもの (1～ 4・ 6。 7・ 9～ 12)と、白色細粒を含有するが割合ざ

らつきの少なく、色調が灰色を呈するもの (5・ 8)がある。焼成は両者共良好で、良く焼き締ま

っている。 1は 口縁部形状より13世紀後半～14世紀前半に属するものである。

これら中世陶器の出上分布はB～ D-6～ 10グ リッドの範囲に集中する傾向が看取でき、この

周辺に位置する建物址と関連をもつ可能性がある。

2.近世の陶磁器類
近世の陶磁器類は、染付磁器、陶器が27点出土している。細片が主体をなし器形を復原し得た

資料はわずかである。
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第25図  中世陶器 (常滑系甕・
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0                        10cm

第26図  中世陶器 (常滑系甕・11は 1/3、 12は 1/6)

磁  器 (第27図 1,2、 図版第8)

14点が出上 している。内訳は口縁部から底部 1、 口縁部 5、 休部 5、 底部 3である。細片が多

いため器形を判断できた資料は少ないが、皿 3、 碗 7、 紅皿 とが認められた。全て兵須による藍

系統の染付がなされ、呉須発色には淡い青色、コバル トブルーに近いものが認められた。版型に

よる招込み等によるのもは見られない。

皿 :3点が出土している。全て肥前系の製品であると思われる。 1は 口辺部が緩やかに内彎し、

削 り出しによる断面三角形の低い高台を有し、蛇ノロ高台となる。文様は口唇が銹 となり、外面

0                     10cm

第27図 近世陶磁器 (1/3)

腰部に 1条の圏線、唐草文を配す。内面には海辺文が配される。これらの磁器はその様相より18

世紀後半に属するものであろう。

碗 :7点が出上している。肥前系と瀬戸系の製品が認められる。器形の判明したものは 1点だ

けである。 2は 口縁部が外反気味に大きく開 く碗である。外面に唐草文、内面口縁部に 2条の圏
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線を配する。呉須発色等より肥前系磁器と思われる。

紅皿 :型押しによる紅皿 1点が出上している。型押しによる放射状沈線が外面に見られ、釉は

自色釉が施されている。

これらの染付磁器は第 2号井戸址、第 3号・ 5号濤址、第 1号暗渠址に伴う形で出土している。

陶 器 (第 27図 3-4・ 第28図 1～ 4)

12′ミが出土している。婉、甕、悟鉢の器種が確認されている。

塊 :6′点が出上している、器形復原の可能だったものは 1点のみで、他は細片が主体で器形の

全様を把握することはできなかった。 3は大振 りの坑である。内外面に灰釉が施される。

甕 :4の小形甕 1´点が出上している。外面と内面口縁部に鉄釉が施される。内面にロクロ成形

痕が残る。

括鉢 :4点が出上している。内外面に鉄釉が施される。内部の櫛目は広い間隔をもって施され、

1の場合13条以上の歯をもつ櫛を用いる。頻繁に使用されたと思われ、櫛目が磨滅する部分も見

られる。胎土 。焼成・釉色等より全て美濃系の信鉢であろう。

蜘ヽ
二}.:'T4

紗
Ｅ

ｌ

一
主〃基 O       m

第28図 近世陶器 (悟鉢・1/3)

これら近世陶器は第 3号、 4号濤址、第 1号暗渠址に伴う形で出上しており、分布状態は散在

的でなく、ある程度のまとまりをもち出土する傾向が見られた。また、第27図 1の ように埋め土

内よりのものもある。
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第
11
表
 
中
世
。
近
世
陶
磁
器
観
察
表

挿
図
番
号
出
土
地
点

種
別
器
種

法
  
量
(c
m)

時
 
期
生
産
地

形
器

製
 
作
 
法

釉
・
絵
付
・
文
様

胎
土
・
焼
成

備
  
考

口
径
器
高
底
径

第
21
図
1 2 3 4 5 6 7

第
22
図
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

第
1号
井
戸
址

第
1号
竪
穴
状

P2
内

第
7号
建
物
址

P5
内

第
4号
溝
址

B-
6

B-
8

第
1号
井
戸
址

B-
13

C-
8

C-
7

第
5号
建
物
址

P3
5内

B-
8

D-
10

B-
8

D-
3

A-
6

第
2号
井
戸
址

表
 
採

か
わ
ら
け

か
わ
ら
け

か
わ
ら
け

か
わ
ら
|)

か
わ
ら
け

か
わ
ら
け

か
わ
ら
け

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

内
耳
土
器

86 9 
6

82 31
 1

32
 1

26
 6

31 34
 7

33
 3

1 
6

16 21

(1
2)

(1
8)

(1
0)

(1
 6
)

(1
01
)

(5
 3
)

(4
 0
)

(1
2 
0)

75

(6
3)

(6
 5
)

(6
0)

63 68 6
0 53 87 5
3 52 31
 6

26
 7

31
 1

体
部
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
口
唇
部

尖
る

体
部
が
内
弯
気
味
立
ち
上
が
り
口
唇

部
が
や
や
外
反

体
部
が
内
弯
気
味
立
ち
上
が
る

体
部
が
直
線
的
立
ち
上
が
る

底
部
際
で
や
や
屈
曲
、
体
部
直
線
的

立
ち
上
が
る

底
部
際
で
や
や
屈
曲
、
体
部
直
線
的

立
ち
上
が
る

底
部
際
で
や
や
屈
曲
、
体
都
外
反
気

味
に
開
く

日
縁
が
直
線
的
に
開
く

日
唇
断
面
方
形

口
縁
が
直
線
的
に
開
く

口
唇
断
面
方
形

口
縁
が
内
弯

日
唇
断
面
方
形

口
縁
が
内
輩

口
唇
断
面
方
形

口
縁
が
強
く
外
反

回
唇
断
面
方
形

口
縁
が
外
反
、
日
唇
が
強
く
外
反

体
部
が
や
や
李
曲
を
も
ち
立
ち
上
が

る 底
部
際
が
や
や
張
り
出
す

口
縁
が
体
部
上
半
で
折
れ
強
く
外
反

日
縁
が
体
部
上
半
で
折
れ
強
く
外
反

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

糸
切
後
ナ
デ

ロ
ク
ロ
成
形

糸
切
後
ナ
デ

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

外
日
縁
3条
横
ナ
デ

内
口
縁
3条
横
沈
線

外
国
縁
3条
横
ナ
デ

内
口
縁
2条
横
ナ
デ

外
国
縁
横
ナ
デ

内
日
縁
横
ナ
デ

外
口
縁
8条
横
ナ
デ

内
口
縁
3条
横
ナ
デ

外
口
縁
横
ナ
デ

内
口
縁
横
ナ
デ

外
国
縁
横
ナ
デ

内
口
縁
横
ナ
デ

内
・
内
日
縁
横

ナ
デ

外
・
内
日
縁
横

ナ
デ

乳
白
色
 
堅
緻
・
若
千
雲
母

焼
成
良
好

橙
褐
色
。
長
石
、
褐
鉄
鉱
粒
子

暁
成
良
好

赤
褐
色
 
長
石
、
褐
鉄
鉱
、
雲
母

粒
子
・
焼
成
良
好

橙
褐
色
・
褐
鉄
鉱
、
自
色
岩
石
細

粒
子
・
粉
状
・
焼
成
良
好

暗
茶
禍
色
・
褐
鉄
鉱
、
雲
母
細
粒

子
 
粉
状
・
焼
成
良
好

淡
黄
褐
色
・
褐
鉄
鉱
、
雲
母
細
粒

子
・
焼
成
良
好

淡
黄
褐
色
・
白
色
岩
石
、
褐
鉄
鉱

細
粒
子
・
焼
成
良
好

茶
褐
色
・
白
色
、
褐
鉄
鉱
細
粒
子

焼
成
良
好

黄
奏
褐
色
・
白
色
、
褐
鉄
鉱
細
粒

子
、
や
や
ザ
ラ
つ
く
・
焼
成
良
好

黄
茶
褐
色
。
自
色
、
褐
鉄
鉱
細
粒

子
・
焼
成
良
好

茶
褐
色
・
自
色
、
褐
鉄
鉱
細
粒
子

焼
成
良
好

暗
茶
褐
色
 
長
石
、
石
英
粒
子

焼
成
良
好

責
褐
色
・
白
色
細
粒
子

焼
成
良
好

黒
茶
褐
色
・
褐
鉄
鉱
細
粒
子

焼
成
良
好

黄
茶
褐
色
・
自
色
細
粒
子

焼
成
良
好

茶
褐
色
ヽ
白
色
、
褐
鉄
鉱
細
粒
子

娩
成
良
好

茶
褐
色
・
白
色
細
粒
子
 
焼
成
良

好

%残 /残 %
残

底
部
%残

底
部
/残

底
部
/残

底
部
%残

口
縁
部
破
片

口
縁
部
破
片

口
縁
郡
破
片

日
縁
部
破
片

日
縁
部
破
片

底
部
破
片

底
部
破
片

口
縁
部
破
片

口
縁
郡
破
片
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挿
図
番
号
出
土
地
点

種
別
器
種

法
  
量
(c
m)

時
 
期
生
産
地

形
器

親
 
作
 
法

汗
由
絵
付
文
様

胎
土
・
焼
成

備
  
考

コ
径
器
高
底
径

第
22
図
11 12

第
23
図
1 2 3

第
24
図
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

第
25
図
1

A-
11

B-
7

C-
12

B-
14

第
2号
井
戸
址

中
層

B-
4

B-
4

B-
8

A-
6

C-
7

B-
8

第
4号
溝
址

B-
6

第
2号
井
戸
址

C-
9

B-
8

C-
9

A-
7

第
7号
建
物
址

P5
内

A-
10

第
5号
建
物
址

P3
0内

内
耳
土
器

内
耳
土
器

舶
載
青
磁

不

舶
載
青
磁

碗

舶
載
青
磁

香
炉

陶
 
器

皿

陶
 
器
皿

陶
 
器

皿

陶
 
器

皿

陶
 
器
皿

陶
 
器

皿

陶
 
器

皿

陶
 
器

坑

陶
 
器

坑
(天
目
茶
塊
)

陶
 
器

鉢
(担
鉢
)

陶
 
器

香
 
炉

陶
 
器

陶
 
器

陶
 
器

簑

一 　 　 　 夙 　 　 　 一 9 
5

11
 3

11
6

12
2

13
4

13
3

23
 9

11
 4

41
 1

2 
2

25 16 2 
5

(2
0)

(5
7)

(3
 5
)

(2
 2
)

(1
 5
)

(3
 6
)

(1
42
)

53 5 
3

44 66 58 63 4 
9

79 5 
2

59 16
 3

14
C前

14
C前

14
C前

15
C

16
C後
半

16
C後
半

16
C徘

?

16
C後
半

16
C後
半

16
C後
半

16
C糾

?

16
C後
半

14
C

13
C後
半
ヽ

14
C前
半

龍
泉
窯
系

龍
泉
窯
系

龍
泉
窯
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

瀬
戸

美
濃
系

瀬
戸
・

美
濃
系

中
津
川
系

瀬
戸
・

美
濃
系
?

瀬
戸
・

美
濃
系

常
滑
系

断
面
形
方
形
高
台
・
腰
部
屈
曲
、
日

縁
強
く
外
反

断
面
形
方
形
高
台
・
体
部
弯
曲
を
も

ち
立
ち
上
が
る

脚
付
・
体
都
直
線
的
に
立
ち
上
が
る

体
部
に
や
や
九
味
,日
縁
部
が
外
反

小
さ
な
断
面
方
形
の
削
り
出
高
台
、

体
書
Ⅲ
よ
直
線
白 〕
こ
外
反
、
日
縁
部
て
強
く

小
さ
な
削
り
出
高
台
、
体
部
は
九
味

を
も
ち
立
ち
上
が
り
、
日
縁
部
外
反

日
縁
部
が
強
く
外
反

小
さ
な
削
り
出
高
台

小
さ
な
削
り
出
高
台

小
さ
な
断
面
三
角
形
の
削
り
出
高
台

体
部
は
九
味
を
も
ち
内
弯
気
味

断
面
方
形
の
付
高
台

体
部
は
丸
味
を
も
ち
立
ち
上
が
る

体
部
は
内
弯
気
味
に
開
き
、
口
縁
で

や
や
内
傾

口
縁
断
面
方
形
で
口
端
が
張
り
1条

の
沈
線

3脚
・
体
部
直
線
的
に
開
く

日
縁
部
が
大
き
く
開
く

脚
端
が
強
く
張
る

「
NJ
宇
状
日
縁
・
肩
部
が
張
る

ロ
ク
ロ
成
形

削
り
調
整

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

内
・
底
重
ね
焼
痕

ロ
ク
ロ
成
形

内
面
ビ
ン
痕

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

底
外
面
重
繊
痕

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

体
部
下
半
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
成
形

輪
積
み
成
形

指
圧
整
形

淡
青
灰
色
。
大
き
な
貫
入
と
発

月] 緑
青
灰
色
・
蓮
弁
文
半
肉
刻
り

淡
青
緑
色
 
大
き
な
貫
入

内
底
面
露
胎

灰
釉
・
淡
緑
色
、
貫
入

内
・
外
国
縁
の
縁
部
に
施
釉

灰
釉
・
黄
緑
色
、
貫
入
、
全
面

に
施
釉

灰
釉
・
淡
緑
色
、
貫
入
、
全
面

に
施
釉
 
底
外
面
露
胎

灰
釉
 
黄
緑
色
、
貫
入
、
全
面

に
施
釉

灰
釉
・
緑
黄
色
、
貫
入
、
全
面

に
施
釉
 
高
台
賜
に
釉
だ
ま
り

灰
釉
・
緑
責
色
、
貰
入
、
全
面

に
施
釉
・
底
外
面
露
胎

長
石

4・
t 
白
灰
色
、
貫
入
、
全

面
に
施
釉

灰
釉
 
淡
緑
責
色
、
貫
入
、
内

外
面
に
施
釉
・
高
台
露
胎

鉄
釉
・
黒
茶
色
・
体
部
下
半
露

胎 灰
釉
・
緑
黄
色
、
貰
入
、
全
面

に
施
釉

灰
釉
・
緑
黄
色
、
貰
入
、
外
面

に
施
釉

自
然
和
・
緑
黄
色
・
口
縁
内
外

面

焼
成
良
好

焼
成
良
好

青
灰
色
・
堅
級
、
緻
密
 
若
千
の

黒
色
微
粒
子

灰
色
・
堅
緻
、
級
密

自
灰
色
・
堅
緻
、
級
密

灰
白
色
・
白
色
、
黒
色
粒
子
含
有

で
ザ
ラ
つ
く

自
黄
色
。
や
や
軟
質

白
灰
色
・
や
や
軟
質

灰
自
色
 
や
や
軟
質

白
灰
色
・
や
や
軟
質

白
灰
色
。
や
や
軟
質

白
灰
色
・
若
干
の
長
石
粒
子

や
や
軟
質

自
灰
色
 
若
子
の
黒
色
粒
子

や
や
軟
質

灰
自
色
・
若
干
の
黒
色
微
粒

灰
白
色
。
長
石
粒
子
、
黒
色
粒
子

含
有
 
堅
緻

白
灰
色
・
長
石
粒
子
含
有

白
黄
色
。
や
や
軟
質

自
灰
色
 
微
量
の
黒
色
細
粒

茶
褐
色
・
多
量
の
石
央
、
長
石
粒

を
含
有

把
手

把
手

底
部
破
片

底
部
破
片

日
緻
部
破
片

底
部
lJ
x片

底
部
破
片

底
青
Lイ
破
片

口
緻
部
破
ナ I

底
言
卜 %

口
縁
部
I破
片

日
級
部
破
片
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挿
図
番
号
出
土
地
点

種
別
器
種

法
  
量
(c
m)

時
 
期
生
産
地

形
器

製
 
作
 
法

釉
・
絵
付
・
文
様

胎
土
・
焼
成

備
  
考

日
径
器
高
底
径

第
25
図
2 3 4 5 6 7 8 9 10

第
26
図
11 12

第
27
図
1 2 3 4

第
28
図
1 2 3 4

C-
9

C-
11

第
5号
建
物
址

P2
3内

第
5号
建
物
址

P2
3内

表
 
採

D-
lo

第
5号
建
物
址

P2
0内

第
2号
溝
址

D―
H

第
1号
暗
渠
址

C-
10

B-
8

C-
12

E-
18

D-
9

第
3号
溝
址

D-
9

B-
9

第
3号
溝
址

D-
10

A-
2

B-
2

D-
6

陶
 
器

簑

陶
 
器

甕

陶
 
器

甕

陶
 
器

甕

陶
 
器

甕

陶
 
器

甕

陶
 
器

褻

陶
 
器

嚢

陶
 
器

費

陶
 
器

妻

陶
 
器

甕

磁
 
器
皿

磁
 
器

碗

陶
 
器

境

陶
 
器

甕

陶
 
器

播
鉢

陶
 
器

指
 
鉢

∽
 
器

悟
鉢

陶
 
器

括
 
鉢

13
8

99 H6 13
5

33

(2
2)

(3
7)

(6
7)

84
18
C後
半

18
C後
半

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

常
滑
系

肥
前
系

4B
前
系

美
濃
系

美
濃
系

美
濃
系

美
濃
系

肩
部
が
緩
や
か
な
傾
斜

肩
部
が
緩
や
か
な
傾
斜

肩
部
が
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
つ

肩
部
が
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
つ

低
い
削
り
出
高
台
・
体
部
は
丸
味
を

も
ち
緩
く
内
弯

口
縁
が
大
き
く
外
反

体
部
に
緩
や
か
な
丸
味
を
も
ち
強
く

外
反

体
部
直
線
的
に
開
く

体
部
直
線
的
に
開
く

輪
積
み
成
形

ナ
デ
調
整

輪
積
み
成
形

強
い
ナ
デ

輪
積
み
成
形

指
圧
・
ナ
デ

輪
積
み
成
形

ナ
デ

輪
積
み
成
形

外
面
叩
き
目

輪
積
み
成
形

外
面
ケ
ズ
リ

内
面
ケ
ズ
リ

外
面
叩
き
目

内
面
指
圧
後
ナ
デ

内
面
指
圧

後
ナ
デ

ロ
ク
ロ
成
形

蛇
ノ
ロ
釉
ハ
ギ

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

ロ
ク
ロ
成
形

自
然
釉
・
緑
黄
色
、
上
部
よ
り

タ
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3.石製品
石製品は石臼 4′点、石悟鉢 5´ミ、祗石 5点、硯 1′点、編物石 2タミ、軽石製石碗 1点、石英塊21

点、海辺礫 1点が出上している。これらは所属時期を示すことがむずかしく、中世～近世の幅の

中で示すものとする。

石  臼 (第 29図 1～ 5、 図版第 9)

石臼は第 2号井戸址の範囲より5点が出土している。いずれも接合関係はなかったが、第 2号

井戸上内の埋戻しに伴い廃棄されたものである。

出上した石臼は全て上自で、欠損品である。濤は 3を 除き、割合明瞭で濤数が 9本以上のもの

で、全て 6分画である。 3の場合す り合わせ面に濤が見られず、すり合わせ部に放射状の濤をも

つ特殊なものである。ものくばりが認められたものは 2のみで、この自が最も大きなものである。

4は茶臼で挽き手穴周縁に方形の陽刻がなされている。石臼の欠損には人為的に上縁や側縁を欠

いたと思われるものが含まれている。特に 4の場合側縁部を人為的に剰離したような痕跡が認め

られた。井戸の埋め戻しに伴う廃棄と石自の破壊の間には何らかの関連があろうか、興味深い問

題である。

第12表 石 臼 観 察 表 (単位はcm)

挿図番号 出土地点 半 径 高 さ
上縁 高 /幅

ム、くみ
劣
推封 石  材 残存部 行 考

供 給 口百 符

29-1
C-10
斗戸 2 卜をFs

142
29/34

―/9 安山岩 % 挽き手穴有

2 D-8 17 8 12 5
29/54

13 6/■ %
ものくば り
キ●云4■芳32

3 井戸 2 144 100
11/63

12 之
32

4 井戸 2下部 10 9 04 6/11 %
挽 き手穴 有

茶 臼

5
C-10
暗 渠

茶日はんぎり部
⌒

石摺鉢 (第29図 6・ 第30図 7-8、 図版第
9)

3点が出土している。全てC-9。 10グ リッドからで、第 2号井戸l■に関わる形で出上してい

る。これらの内第 1号暗渠址用の礫に用いられていたものと、第 2号井戸址内
のものが接合関係

にあった。 6。 7は断面形が逆台形状を呈し、 8は U字形をなす。 6。 7共に成形は丹念で、 6

は側面に数段の調整痕が認められる。接合状態より石悟鉢も石臼と同様
に人為的に割られた可能

性が考えられる。

第13表 大括鉢 ,大凹石観察表 (当自4とはcm・ g)

挿図番号 出 土 地 点 半   径 高  さ 深  さ 重  量 石  材 備 考

29-6 C-10暗 渠
井戸 2内上 層

881 安 山 岩 暗渠 1、井戸2内接合、調整痕

30-7 C-9 11 2 84 安 山 岩

8 井戸 2内 (87) 1735 安 山 岩 接 合

9
C-2
ピ ント内

211× 167 12 0 37 軽   石 大凹石

―-48-



鼈 i

第29図 中世・近世の石製品 (石自・石捕鉢・ 1/6)
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第30図  中世・近世の石製品 (石括鉢他 。1/6)

大凹石 (第30図 9、 図版第9)

9の 1ッミが出土した。第 8号建物 l■の柱穴根石 として用いられていた。全形は自然形状をその

まま利用し、凹部の面だけ敲打等により整形を加えている。凹部は平面形状が楕円形を呈し,周

縁に磨減が認められる。

砥  冤耳 (第31図 1～ 5、 図版第 9)

5点が出上している。 3を除き研ぎ面を lヶ所以上もち、形状は直方体を呈する。 1・ 2は研

ぎ面がやや脹らみをもっており、 4・ 5は前者よりも研ぎ面が平坦な傾向を示す。形状や研ぎ面

の状態等より、 1'2は 荒祗 。中祗、 4・ 5は仕上祗 となるものであろう。

硯 (第 31図 6、 図版第9)

粘板岩製の硯で、第 5号建物址柱穴内より出土した 2点が接合 している。部位は海部上端の縁

の部分である。海部の掘 り込み、縁部の稜共にシャープな作 りである。幅 7 cmで側縁がやや内彎

気味となり角部がやや張 り出す。

第14表 祗 石 観 察 表

挿図番号 出 土 地 点 全長 (cm) 最大幅にm) 最大厚(cm) 重 量 (g) 使用面数 石  材 備 考

31-1 D-12 11 5 凝灰岩

2 井戸 2内 (52) (21) (3)

3 B-11柱穴内 73 3 1 建物址 4柱穴内

4 A-2 47 (3)

5 D-7柱 穴内 23 (07) (3)
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編物石 (第32図 1'2、 図版第 9)

B-8,C-10グ リッドより2点が出上している。両者共長楕円形礫を用いている。礫端部に

敲打痕が認められ、また、両側に敲打による袂入部を作 り出している。 1'2共 にこの袂入部は

両端に近い部分に 2ヶ所認められる。 1は この部分にスス状のタールが付着している。

軽石製石碗 (第 32図 3、 図版第9)

C-9グ リッドより 1点出土している。7.7cm X 5 8cmの 軽石を原料 とし、そのほぼ中央に45

cm X3.8cm、 深さ l cmの楕円形の凹を作 り出し石碗状とする。底面、周縁の一部は整形のため研磨

痕が見られる。

石英塊 (第33図 1・ 2、 図版第 8)

◎―

LED
4

→
3

o                        5cm

第33図 石製品 (石英他 。Vl.5)

ガ ラス′卜玉 (第33図 4、 図版第 8)

石製品ではないがガラス刻ヽ玉が第 7号建物址の柱穴内より出上している。平面形は径 8 mmのや

や歪んだ円形を呈 し、断面形は歪みをもつ。径 3 mmの孔がほぼ中央部にあけられる。青色を呈し、

割合透明度をもつ。

これらの石製品はその分くが、C-9'10グ リッド周辺より出上し、特に第 2号井戸址の埋め

戻 しに利用されているものが多い。

4. 銭  貨 (第34図、図版第8)

o                        5cm

第34図  中世銭貨 (1/1.5)

―-52-―

本遺跡の場所では産出しない石央塊が21点が調査区

内に散在する形で出土している。これらはその形状よ

り、 2タ イプが認められる。黒J片状となるもの 5、 塊

状となるもの16である。これら石英塊の周縁には潰れ

状の崇J離が認められるものが多い。有力な根拠は見い

出せなかったが、周縁に潰れ状の剰離が見られる点、

火打ち石として石英を用いる点などより、出上した石

英塊は火打ち石に関わるものであろう。

海 辺 礫 (第33図 (図版第 8)

粘板岩の平偏な不整楕円形 を呈する礫が B-8グ リ

ッドより 1点出土 している。



第15表 出土銭貨一覧表

挿図番号 出 土 区 銭   名 初 鋳 年
計 韻町直 (mm)

備 考
外 縁 郭 内径

34-1 B-5柱 穴内 祥 行 通 費 李二祥符(1008) 楷書体

2 D― -10 明 道 元 賢 明道元年 (1032) 25 2 祭書体、裏郭磨減

3 B-8 皇 宋 通 資 末元元年 (1038) 楷書体、裏郭磨滅

4 C-6 23 5 69 無 銭

銭貨は 5点が出土しており、その内種類が判明したものは 3′ミである。内訳は祥符通費、明道

元費、皇宋通費で、この他に鑑銭 1、 銭貨破片がある。 4を除き全て鋳造は良好である。

これらの銭貨は第 5号建物址を中心とする範囲より出上している。

5。 金属製品・土製品

□

o                  5cm

中世。近世の金属製品・土製品 (錫杖。鉄釘他。1/2)

3

第35図

―-53-一



金属製品は錫杖・鉄釘等が検出されている。鉄製品は錆化が著しく、全てが破片のために原形

を窺うことはできなかった。また、これらの所属時期を示すことはむずかしく、中世～近世の幅

の中で示すものとする。

錫  杖 (第 35図 1、 図版第 8)

錫頭部が 1′点出土している。鋳銅製であるが、錆化はあまり見られず、ほぼ完形を保っている。

形態は外環縁の対象位置に三日月形突起を 4ヶ所に配する。頂端部には五輪塔 と思われる意匠の

突起が付けられるが、空・風・火輪部分は欠損 し、水 。地輪部のみが残る。環内に塔が表現され、

この協に突起が付 く。外径4.3cmの遊輪が左右に 3個ずつつく。木柄部とのソケット部には、蓮弁
と思われる線描が上下に配される。ソケット部は外径 1,9cm、 内径1.7cmを測 り、先端を削り尖ら

せた木柄を差し込み、竹釘をもって固定している。重量は144gを測る。

このような遺物の出土例は少なく、時期を決定することは困難であるが、その製作法等よりみ

て近世に帰属する可能性が強い。

鉄  釘 (第 35図 2～ 4、 図版第9)

3点が出上しており、 8ヶ 所もの建物址が検出された割には少ないと言える。いずれも角釘で、

内訳は先端 2、 頭部 1である。全て錆化のために膨張している。 4は鍛え伸ばした頭部を90°折 り

曲げたものである。これらの鉄釘は調査区内に散在する形で検出されている。

半月形鉄器 (第 35図 5、 図版第9)

形状が鎌の刃先に類似する鉄器が 1′ミ出上している。錆化のため膨張しており、刃部などを有

していたかは不明である。

土製方形板 (第 35図 6)

平面形状が隅丸方形を呈する土製品が 1点、第 8号建物 l■の柱穴より出上している。大きさは

3.6cm× 2.6cm、 厚さ0.9cmを測る。内耳土器底菩h破片を用いている。周縁は一部を除き磨かれ整形

が行われている。
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第Ⅵ章 調査の成果と課題

第 1節 山寺遺跡における中世遺構の変遷について
今回の調査により掘立柱建物址 。竪穴状遺構・井戸址・濤 l■L・ 土墳等が検出されたが、これら

は厳しい重複をもち、伴出遺物が少ないこともあり、遺構の帰属時期を決定することは困難をき

わめた。しかし、これらについて遺構内や周辺より出土している遺物より考慮すると、全般的に

中世に帰属するものが主体を占める。これらの遺構が調査区内においてどのような変遷をしてい

ったかについて若千考察を加えたい。

1.遺構の分布
掘立柱建物址群はある一定の範囲内に構成されていることが看取された。それによると、調査

区のほぼ中央北から南方向に分布 し、調査区外へその大半が続いている。注穴状ピットの分布よ

り見ると、建物址は東西方向へ延びるとは考えられず、特に東側部分は空白地帯となっていたも

のであろう。第 8号建物址を除き、全て重複関係をもつ。これに対し濤址は建物址の分布に直行

する形で東西方向に分布している。これらの多くが、近世に属しておりすべて建物址と有機的な

関連を有していた訳ではないが、状況等より数条の濤址が建物l■の区画等に関連があったものと

考えられる。

2.遺構の重複関係
検出された遺構はそのほとんどが重複関係をもっていた。このことはこの地に長期に亘って生

活が営まれたことを示している。重複関係をまとめると次のようになる。第 1号建物l■―第 6号

濤址―第 2号建物址―第 3号建物l■L―第 1号井戸址―第 4号建物址―第 5号建物址―第 2号～ 5

号・ 7号溝址…第 2号井戸址…第 4・ 第 6号土羨―第 6号建物址…第 7号建物l■。これらについ

て新旧関係を把握できた遺構は少ない。第 2号井戸l■L、 第 2号～ 5号・ 7号濤l■、第 4号・ 6号

土羨は第 5号建物址を切る形で構築されている。また、第 4号建物l■ P9は第 5号建物址 P13と 重

複関係にあり、その調査所見によると、第 4号建物l■が第 5号建物l■を切る形で構築されていた

ことが判明した。以上の事柄より第 5号建物址が最も古い時期に帰属するものとして捉えること

ができる。

Bグループ

第36図 建物 l■棟 の方位分類図

―-55-―
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3.建物址の棟方向

0        4m

―

第37図 中世 。近世の遺構 (1/240)

棟方向を大別すると、南北方向 5、 東西方向

3である。棟方向が同方向でも第 5号 。7号建

物l■Lの ように重複関係をもつものがあり、同棟

方向でも帰属時期差があることがわかる。その

ため、単に棟方向だけでなく桁行、梁行方向よ

り分類すると3グループに分けられる。アグル

ープは第 2号・第 5号建物JJL。 第 1号竪穴状遺

構である。これらはある一定の距離をもち、第

5号建物址と第 1号竪穴状遺構は平行に、第 2

号建物址は直行する形で配されている。イグル

ープは第 3号 。第 4号 。第 6号 。第 7号建物址

である。第 3。 第 4号建物址は軒行がほぼ平行

し隣接する。これに第 6。 第 7号建物址が加わ

り、第 7号は直行する配置をもつ。棟方向の傾

向はアグループと同様な傾向を示す。ウグルー

プは第 1号 。第 8号建物址である。ア・イグル

ープと棟方向に相違が見られ、第 1号 と第 8号

建物址は直行する形の配列をもつ。ア・イグル

ープの建物l■がある程度のまとまりを持ってい

るのに対し、ウグループの配列は散在的な傾向

を示す。

4.建物l■の構造と規模
検出された建物 l■等で全容を把握し得たもの

は少なかった。しかし、検出された部分だけよ

り考察すると次のように考えられる。A群、柱

穴配置に歪みがあり、掘り方が浅いもので、桁

行 2間以上×梁行 2間の建物 (第 1号 。第2号建

物址)、 B群桁行 3間以上×梁行 2間で片側に廂

をもつ長屋風建物 (第 3号建物址)、 C群桁行 3間

以上×梁行 2間以上で両廂をもつ大形構造のし

っかりした建物 (第 4号 。第5号建物址)、 D群桁

行 1間 ×梁行 1間の小形建物 (第 6号建物姐 、E

群椅行 1間 ×梁行 2間の長方形建物 (第 7;。第

8号建物址)である。掘立柱建物址ではないが
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第 1号竪穴状遺構のあり方はその規模・棟持ち柱のあり方よりE群と類似する点が認められる。

これらの群は調査区内に於いてある程度のまとまりをもっていた。A群は調査区の北東隅、こ

れに接する形でB群、C群は調査区のほぼ中央部を南北に、E群は南西隅に分布していた。

これらの建物址の性格を構造より考えると、A群は簡単な柱構造とその面積より納屋・倉庫と

して性格をもったもの。 B群は他の群の建物址 と平面形状等に異なりが見られ、片廂をもつ点な

どより片方向 (桁行方向)|こ開かれていた長屋風の建物が想定できる。これに類似する形態の遺構

は海老名市上浜田遺跡SB3・ SB4(國平 1979)、 飯田市内御堂遺跡建物址H① (佐藤 1980)

等に見られ、厩舎としての性格付けが行われており、本遺構も同様な性格をもつ建物であった可

能性がある。C群はその構造より主屋としての性格が考えられる。E群はその構造・規模等より

納屋・倉庫が考えられるが、柱構造よりA群と同様な役割を果たしていたとは考えられず、むし

ろ柱穴の構造がしっかりしている点などより、別の性格を有していた可能性もある。

5.建 物址の変遷 につ いて
以上のように分類された建物l■等がどのように変遷してきたのであろうか。 I期、重複関係よ

り第5号建物址が最も古い時期に属する。棟方向からアグループの建物上がこれに伴う。 I期は

A(納屋・倉庫)、 C(主屋)、 E(納屋・倉庫)で構成され、大形の主屋を中心に両脇に納屋
。倉庫

が配される。H期は重複関係より第 4号建物址が属し、イグループの建物がこれに伴なう。建物

址はB(厩合)、 C(主屋)、 DoE(納屋・倉庫)で構成され、建物数は I期に比べ増加する。建物

配列に特徴が見られ、特に主屋と厩合が並列し一群を構成するフミが興味深い。納屋
・倉庫が主屋

群と離れ、これを区画するように濤址が設けられている。III期はC(主屋)がなくなりA・ E齢内

屋・倉庫)だけで構成される。また、棟方向も変化し、建物配列も散在する。

井戸址が 2基検出されている。これらは集落内でどのような位置にあったろうか。第 1号井戸

址は中世に第 2号井戸l■は中世後半～近世に廃絶されていることが判明している。しかし、これ

らの井戸址がいつ頃機能していたかを明確にできなかった。そこで、これらを建物址との重複関

係より考えると、第 2号井戸址は第 5号建物l■を切って構築しているため、 I期以降に機能して

いたことがわかる。第 1号井戸址は出土遺物より見ると、H期以前に埋め戻されていたと考えら

れ、後にH期建物址が構築されたと捉えることができる。

これを建物配置等と合わせて考えると、第 1号井戸址は第 5号建物l」L北東隅に位置し、併設さ

れていた可能性が考えられる。第 2号井戸lLは、建物に付随するものと仮定すると、配置よりH

期に帰属させることが妥当と思われる。井戸l■内よりの近世磁器片は、井戸上に構築されて
いる

暗渠址と関連すると思われ、これより混在した可能性が強い。

長野県内において井戸址が建物址と有機的に結びついている例は少なく、県内の中世集落が中

小河川および湧水地を背景に成立しているあり方 (鋤柄 1986)と はその様本目を異にしている。こ

のことは建物址群が立地する台地斜面が、南側を流れる日影田川と直線距離で約130m、 比高差約

20mを もつことにも起因していると考えられ、また、台地斜面部は浅い掘 り方でも水の湧出が容
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第88図 中壮遺艤の変遷図
易なことなども1関連しているものと思われる。

1～Ⅲ期までの年代を直接決定でき得る資料が欠除して―おり、大粋での年代を示せるに過ぎな

とヽ ゃ

I期、第5号建物址の柱穴根画め用として、「 N」字形口霧を呈する13世紀後半‐14世紀前半の

常滑系甕1片が用いられていた点などより14世紀1前半以降に属するものと思われ、また、建物の組

み合わせがt掘立柱建物址に竪欠状遺構が付属する形をとる点は、長野県内中世集落遺跡イのあり

方 (鋤村 1986)よ り151世紀以降の集落様相と類似しており、I期を15世紀に比定するのが妥当で

あるう。

H期の年代を直接窺―えるような資料はなかったが、重複関係―よりI朗15世紀以降、建物址周辺
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に16世紀後半の陶器が広く分布する′くなどより、この時期が本期に該当するものであろう。

Ⅲ期の時期を特定でき得る資料はなかったが、第 1号暗渠址が構築され、水田造成が行われた

と思われる18世紀後半まで下らず、コ期に続くものとして捉えることが妥当であろう。

以上のように検出された建物址を中心をした遺構を概観してきた。それによると本遺跡の建物

址群は、14世紀後半～15世紀 。16世紀後半・16世紀後半以降の 3期に変遷していくことが窺われ

た。しかし、年代的に不確実な要素もあり、また、調査範囲が道路敷に限定されていることもあ

り、集落構造全体の把握には至ってはいない。今後、文献等よりの裏付けも加え、遺跡の性格、

歴史的背景などを考えていきたい。

図平健三 1979 「中世」『上浜田遺跡』 神奈川県教育委員会

佐藤甦信

鋤柄俊夫

「屋敷跡」『内御堂遺跡』 飯田市教育委員会

「長野県の中世集落遺跡について」『長野県考古学誌50』  長野県考古学会

第 2節 山寺遺跡出上の中世陶磁器について
山寺遺跡からは中世から近世に亘る陶磁器が出土している。その量は夕いとは言えないが、検

出された中世陶磁器は八ヶ岳山麓部における中世遺構に伴う資料としては貴重なものである。そ

こで、遺跡内における中世陶磁器の概要について若千述べてみたい。

1.中世陶磁器の内容
今回の調査により得られた中世陶磁器は162点で、その内訳は土器質116′ミ、磁器 4点、陶器42

点で、上器質のものが全体の約72%を 占める。特に中でも内耳上器のような日常什器としての性

格を有する器の頻度が高いことより、この地が寺院 。神社址などではなく一般的な集落であった

ことを窺うことができる。

また、土器質の中でかわらけが17点 出上 している。この数量は茅野市磯並遺跡 (鵜飼他

198り 、諏訪市旧御射山遺跡 (金井 1965)等 と比較すると少ないが、他の中世集落遺跡のあり方と

比較すると大差なく、むしろ一般的な傾向として捉えることができる。かわらけの出土状況は第

1号井戸址内より5点が出上しており、他にこのように集中している部分は見られなかったこと

より、井戸址埋め戻しに伴い、かわらけをまとめて廃棄したものと考えられ、かわらけが集中し

て検出される傾向と類似している。このことはかわらけのもつ性格を示しているように思われる。

陶磁器は舶載磁器 4点、国内産陶器42点が出土している。

市域において青磁・白磁・青白磁などの舶載磁器が検出されている遺跡は 8ヶ所である。これ

らの内本遺跡と同様に入ヶ岳山麓部に立地する遺跡は棚畑遺跡、高風呂遺跡で龍泉窯系青磁蓮弁

文碗が少量出上している。これに対し、沖積低地に立地する遺跡からは同安窯系青磁櫛描文碗、

龍泉窯系青磁劃花文碗・蓮弁文碗・雷文帯碗, 自磁碗・皿、青白磁合子など多種多様な舶載磁器

が出土している。このような舶載磁器の量等の差は遺跡の性格や規模によるものであろうが、本

遺跡の場合単に碗だけでなく香炉が認められるソミに特徴がある。
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国内産陶器については瀬戸・美濃窯系皿 。坑・香炉、中津川窯系捏鉢、常滑窯系甕が出上して

いる。量的には42点で瀬戸・美濃窯系皿が主体を占める。このあり方は一般的なあり方のようで

ある。

2.中世陶磁器の時期 について
第1節で述べているように、本遺跡は単一時期に存在したものではない。それは遺構の重複や時

間幅をもつ陶磁器の存左より明確になっている。

陶磁器よりみると大きく3期に分けることが可能である。第 1期、龍泉窯系青磁蓮弁文碗、「N」

字形口縁をもつ常滑窯系甕などで、特徴等より13世紀後半～14世紀中葉頃に比定できる。第 2期、

瀬戸・美濃窯系縁/1H皿、三脚香炉、中津川窯系捏鉢などであり、15世紀に比定できる。第 3期、

瀬戸・美濃窯系灰釉皿が相基し16世紀後半に比定できる。このような変遷のあり方は一般的な中

世遺跡の陶磁器の変遷 と共通するものである。

3.中世陶磁器の遺構との伴出関係について
直接遺構と伴出した資料は少ない。第 1節 5で述べたように建物址は第 I～ Ⅲ期の変遷を示す

ことが明確になっている。時期 も第 I期 14世紀後半～15世紀、第H期16世紀後半、第Ⅲ期16世紀

後半以降が想定されている。

これを中世陶磁器の有 り方より考えると、第 1期 13世紀後半～14世紀中葉頃に比定される遺構

が検出されていないことになる。しかし、今回の調査区が遺跡全体の極一部分であり、調査区外

に遺構が埋蔵されている可能性が高 く、今後この時期の遺構が検出されるであろう。

第 2期の陶磁器は第Ⅱ期建物址群の中で中心的な第 4号建物 l■の南側に集中する傾向が認めら

れ、この場が廃棄の場であった可能性が考えられる。

以上のように検出された中世陶磁器を概観してきたが、出土量が少量なフミ、筆者の力不足によ

り詳細な分析を行なうことはできなかった。しかし、本遺跡内における中世陶磁器のあり方は一

般的な中世遺跡のあり方と同様な傾向を示すことが看取できた。

鵜飼幸雄他 1987 『磯並遺跡』 茅野市教育委員会

金井典美  1965 「長野県霧ヶ峯旧御射山祭祀遺跡調査概報」『考古学雑誌第46巻第 1号』
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第Ⅶ章 結

出寺は、八ヶ岳山麓でも歴史的環境の豊かな地である。とくに入ヶ岳山麓での古代
。中世の歴

史を叙述する場合、そうした山寺の歴史的環境がその主要な柱として組み立てられる場合もある。

ただその歴史的環境も、実証的な研究によって明らかにされてきた部分はごく少なかったように

思われる。

今回の発掘調査では、我々に 2つの大きな期待があった。それは、過去 3回の発掘調査で明ら

かにされたと同じように、今回もまた平安時代の竪穴住居l■が発見され、山寺の古代集落の様オロ

について、新たな検討を加えられるようになること。もう 1´ミは、発掘地点の場所から、山寺の

口碑等、山寺の歴史的環境になにかしらつながる様な発見のあることであった。

発掘調査の結果、平安時代の 2・ 3の遺物を除くと同時代の遺構は発見されず、掘立柱建物址

8ヶ 所、竪穴状遺構 lヶ所、井戸l■ 2ヶ 所、土媛 9ヶ 所、濤 7ヶ所、暗渠 lヶ所と中世の陶磁器

類を主に、それらに混じって近世の遺物が若子発見された。それらの遺構
。遺物の個々について

は前章で詳しく記したところである。

このうち発見された掘立柱建物l■については 3期の変遷が考えられている。 I期は納屋 (倉

庫)。 主屋の組合せで年代的には14世紀後半から15世紀に比定される。Ⅱ期は厩合・ホ内屋・主屋で

16世紀後半、Ⅲ期は納屋で16世紀後半以降にそれぞれ位置づけられると考察されている。

I期の主屋と考えられる建物は総柱の大形な建物で、付属施設から見て屋敷を構成していたと

みて間違いないであろう。H期も同様と考えられるが、厩合の存在から、 I期の大形の建物と同

じように、これらはごく一般の庶民の住宅であったとはやや考えにくい内容をもつものである。

また、掘立柱建物址以外の遺構についても、それらが以上の 3期の変遷の中で考えられるものがあ

るなど、中世のある一時期の集落のあり方が部分的ではあるものの明らかにされたことになるの

である。

発見された以上の建物l■群が,月 字ヽ名の「古屋敷」とどのような関連があるかについては将来

の研究を期すとしても、両者がまったく無縁であるようには思われないのである。いずれにして

もそれらの建物址は中世に属するものと考えられ、古代から中世に至っても、この山寺の地に人々

の生活があったことが明らかにされたことは大きな成果であった。

八ヶ岳山麓の中世については不明な部分が多い。もちろん考古学的にも中世の遺跡として調査

研究された例はそれほど多くはない。そうした中で、もとより十分な分析・検討はなされて
いな

いものの、今回の発掘調査で得られた成果が、山寺を中心とした八ヶ岳山麓の中世の研究に欠く

ことのできない史料となるものと信じ、本調査の結語としたい。

五
ＨＨ
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1.遺跡遠景 (南方向から)

2.調査区全景 (南方向から)



3.遺構全景 (西方向から)
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4.第 1号・第 2号建物址周辺 (西方向から)
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5。 第 3号建物址 。第 1号井戸址 (西方向から)

第 5号建物址・溝址 (西方向から)
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第 1号井戸址 (南 方向から)

8。 第 2号井戸址 。第 3号 溝址 (南方向から)
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出土陶磁器類(1)(①～③1/2・ ⑩～⑫1/4)
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出土陶磁器類(2)(①～⑦1/2)
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出土陶磁器類(働 (①～⑥1/2)
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出土陶磁器類・銭貨・石製品・金属製品 (① '② o①1/2・ ③～⑩1/1)
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出土石製品 (①～⑫1/3・ 〇～⑩1/6)
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